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序      文 
 

日本国政府は、フィリピン共和国「中期国家開発計画」の課題に沿って、「フィリピン国別援助計

画（2000）」を策定、支援の方向性を定めており、重点分野の４本柱の1つ「行政能力の向上と制度

づくり」に資する課題として「地方分権・地域開発」を選定しています。また、現在改定作業中の

「フィリピン国別援助計画」のなかにおいても、当該課題は、人間の安全保障の観点から、また、

より直接的な貧困削減への取り組みの観点から、その重要性を増すものと考えられます。 

1991年、地方自治法が施行されてから10年以上を経過し、地域主導の地域開発に向けて様々な取

り組みがなされてきましたが、貧困が依然として地方に偏在している現状にかんがみ、地方自治体

の行政能力向上等を含む地方自治体・コミュニティに対するバランスのよい支援を更に促進するべ

き段階にあります。 

フィリピン共和国政府はこのほど、我が国に対して「ダバオ地域地方行政･地域社会強化プロジェ

クト」に関する技術協力プロジェクトを要請してきました。そこで、国際協力機構は、フィリピン

共和国における地方自治体による事業、特に基礎サービスデリバリーについて更なる拡大と質の向

上を推し進める協力のため、2006年8月17日から9月26日までの日程で、フィリピン事務所次長北林

春美を団長として事前評価調査団を派遣しました。 

調査団は、現地にてフィリピン共和国側関係機関と各種協議を行い、統計指標を含む各種情報、

ワークショップで抽出された現状・問題点、及び現場の視察結果などを総合的に分析し、帰国後の

国内作業を経て、ここに本報告書完成のはこびとなりました。 

本報告書は、上記調査の結果を取りまとめたものとなります。終わりに、本調査報告書をまとめ

るにあたってご協力頂いた方々に対して、改めて御礼申し上げます。 

 

  平成18年10月 

 

独立行政法人国際協力機構 

フィリピン事務所所長 松浦 正三 
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第１章 調査団の派遣について 

 

１－１ 調査団派遣の背景と目的 

1991年、地方自治法により地方分権化が実施されたフィリピン共和国（以下、「フィリピン」と記

す）では、多くの地方自治体（LGUs）が、限られた予算のなかで、委譲された権限・事務を効率的

に実施する工夫や努力を行っている。いくつかの近隣LGUsで構成されるLGUクラスターもその工夫の

ひとつである。ミンダナオ島南部のダバオ地域（リージョン11）では、4州5市のLGUsによって構成

された、ダバオ地域総合開発プログラム（DIDP）というLGUクラスターが存在し、地域の共通問題や

ニーズに対処している。 

DIDPの事務局運営及びその活動は、各LGUs間の覚書により保証され、共同出資金を活用しながら、

10年以上の間、域内のLGUsの課題やニーズに対する情報共有、資源の管理、技術支援のため中央政

府やリージョン開発評議会（RDC）等との連携など、広域行政の事務局として活動している。また、

これまでの活動では、JICAの支援による開発調査「ダバオ総合開発マスタープラン（1997-1999）」

をはじめとし、農業省の「統合食品衛生プロジェクト（1999-2005）」、EUの「高地開発プログラム」

等、外国ドナーや中央省庁からのLGUs支援の窓口としても機能してきた。 

LGUsが行う基礎サービスのなかでも、水供給に関する事務（計画・実施・モニタリング）は、1994

年に公共事業道路省より委譲されており（NEDA Resolution No.4）、すべてのレベルの水供給事業を

実施する権限をもち、他の関係機関（中央省庁、NGOs等）の役割を調整することと定められている。

特に遠隔地での一般にレベル1、2と呼ばれる点水源（井戸）や共同水栓システムは、LGUsがバラン

ガイ水・衛生協会（BWSA）や村落水・衛生協会（RWSA）と呼ばれる住民組織等との連携によって建

設・運営・管理することが定められている。 

 DIDP域内では、ダバオ市のように水道区（WD）による各戸給水が普及している地域もあるが、

その他の地域はレベル1、2の給水システムに頼っており、多くの住民が希望する各戸給水サービス

を実現できていない。また、近年、給水施設の普及は著しいが、安全な水質の確保という、給水事

業にとって必須と考えられるサービスが達成されているとはいえない状況である。 

LGUsではそれぞれ専門部局を設置するなどして、住民からの井戸掘削の要請に対応しているが、

実質的なデータを基に掘削しているケースは少なく、技術・機材に関しても十分とはいえない。ま

た、水栓の維持管理に関する住民の組織化や運営指導についても認識不足であり、そのような現状

を把握したうえでの、効率的、効果的な事業計画がなされていない状態である。 

この結果として、多くのレベル1、2の水供給事業が効果的に運営されず、又は支援が届かないま

ま、安全な水へのアクセスができない住民が多く存在する。 

このような背景のなか、LGUsに委譲された基礎サービスのなかで、この地域の住民に共通するニ

ーズである水供給というテーマをとおして、ダバオ地域LGUsの行政能力向上と水供給サービスの改

善を実現し、地域社会の強化を可能とする支援がDIDPプロジェクト管理事務局より要請された。 

これを受けてJICAは、フィリピン事務所を中心に現地調査を実施し、ダバオ地域の行政システム

等事業実施の枠組みを把握し、現地側の意思確認を行ってきた。今般はそれらを踏まえて、プロジ

ェクト協力基本計画を作成する段階となり、以下を目的とする事前評価調査団を派遣した。 
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 既存資料や収集した追加資料に基づき、実施機関及びダバオ地域の地方自治体、関係機関の

整理を行い、先方との綿密な協議を踏まえて、プロジェクトのフレームワークを確定する。 

 フレームワークの確定にあたっては、小規模水供給に係る技術的側面と地方行政の観点から、

ダバオ地域で求められている成果を達成するために必要な活動を明らかにする。 

 DIDP、ダバオ地域の地方自治体と綿密な協議を踏まえ、上記プロジェクトフレームワークを

含むプロジェクトドキュメント（案）を作成し、ミニッツとして取りまとめる。 

 

１-２ 調査団員の構成 

 

担 当 氏 名 所属・役職 

総 括 北林 春美 国際協力機構フィリピン事務所 次長 

協力企画 小野 雅裕 国際協力機構フィリピン事務所 企画・調整班 

（地方分権・地方開発） 

村落給水計画 杉永 雅彦 アイシーネット株式会社 コンサルタント 

水理地質 菅 真 コンサルタント 

 

１－３ 調査の実施方法 

主要な調査方法は以下のとおりである。 

 

（1）プロジェクト関係者との面談 

ダバオ地域でDIDPを構成する地方自治体4州5市の給水事業関係者に対して、給水事業にかか

わる現地の状況や課題に関して聞き取り調査を行った。また、ダバオ地域にある中央政府の出

先事務所で、それぞれの組織の基本的な業務と給水事業に対するかかわりなどの情報も収集し

た。 

 

（2）現地調査 

 ローカルコンサルタントを使って、ダバオ地域内9か所の村落部で、小規模給水施設の現状に

関して現地調査を実施した。調査のなかで、施設の現況調査や関係者への聞き取り調査により、

小規模給水施設の現況、施設建設の経緯、維持管理の現状、問題点等の情報を収集した。 

 

（3）ワークショップの実施 

 プロジェクト関係者を集めたワークショップを実施し、意見を交換した。主に、調査団によ

って特定された給水事業にかかわる問題点の確認と、そのような問題を解決するためにプロジ

ェクトで実施する活動に関して議論を行い、想定されるプロジェクトに関する意思統一を図っ

た。 

 

（4）資料収集 

 各州・市の年報や予算書、過去に実施された給水に関係する事業・調査などの報告書、その

他、地方自治体や給水にかかわる資料を収集した。 
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１－４ 調査日程 

日 月日 曜日 宿泊場所 業務内容 

1 8/17 木 Manila 東京からマニラに移動、JICAマニラ事務所にて団内打合せ（団員全員）

2 8/18 金 Manila 
DILG本省BLGS（内務省地方自治体監督局）表敬訪問（小野、菅、杉永）。

ローカルコンサルとの打合せ（小野、菅、杉永） 

3 8/19 土 Manila 業務内容整理 

4 8/20 日 Manila 業務内容整理 

5 8/21 月 Davao City ダバオに移動（団員全員） 

6 8/22 火 Davao City キックオフミーティング（団員全員、DIDP‐PMO、LGUs） 

7 8/23 水 Davao City NEDA（国家経済開発庁）RegionXI事務所表敬訪問（菅、杉永） 

8 8/24 木 Davao City 
DILG XI、 MEDCo（ミンダナオ経済開発協議会）、 DPWH（公共事業道路

省）XI、 DPWH Davao-District I事務所訪問（菅、杉永） 

9 8/25 金 Davao City Davao del Norte州知事表敬。州庁舎にて全体ミーティング（菅、杉永）

10 8/26 土 Davao City 資料整理、議事録作成（菅、杉永） 

11 8/27 日 Davao City 資料整理、議事録作成（菅、杉永） 

12 8/28 月 

Mati/ 

Davao 

Oriental 

Davao Oriental州及びDPWH District II事務所ヒアリング（菅、杉永）

13 8/29 火 Davao City Mati町内会議場にて全体ミーティング。州知事表敬（菅、杉永） 

14 8/30 水 Davao City Davao City市事務所にてミーティング（菅、杉永） 

15 8/31 木 Davao City Compostella Valley州庁舎にて全体ミーティング（菅、杉永） 

16 9/1 金 Davao City Davao del Sur州庁舎にて全体ミーティング（菅、杉永） 

17 9/2 土 Davao City 資料整理、議事録作成（菅、杉永） 

18 9/3 日 Davao City 資料整理、議事録作成（菅、杉永） 

19 9/4 月 Davao City 
MGB（鉱物・地球科学局）XI、DA（農業省）XIにて資料収集、DOH（保

健省）XIでの聞き取り（菅、杉永） 

20 9/5 火 Davao City 
民間井戸掘削業者ヒアリング、気象観測所訪問資料収集（菅） 

TACDRUP（ローカルNGOs）での聞き取り（杉永） 

21 9/6 水 Davao City 
ローカルコンサルタントとの打合せ。DIDP-PMOへのヒアリング（菅、

杉永） 

22 9/7 木 Manila マニラに移動。団内打合せ（団員全員） 

23 9/8 金 Manila LWUA（地方水利用管理局）訪問、MGBにて地質図収集（小野、菅、杉永）

24 9/9 土 Manila 資料整理、機材関係調査（菅、杉永） 

25 9/10 日 Davao City ダバオに移動（菅、杉永） 

26 9/11 月 Davao City ワークショップ事前打合せ（小野、菅、杉永） 

27 9/12 火 Davao City ワークショップ（小野、菅、杉永） 

28 9/13 水 Manila 
マニラに移動（菅、杉永）。LWUAヒアリング、機材関係調査（菅）。書

類作成（杉永） 

29 9/14 木 東京/Manila 現地事務所報告（団員全員）。帰国（菅） 

30 9/15 金 Manila 書類作成（杉永）。団内打合せ（北林、小野、杉永） 

31 9/16 土 Manila 書類作成（杉永） 

32 9/17 日 Davao City ダバオに移動（杉永） 
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日 月日 曜日 宿泊場所 業務内容 

33 9/18 月 Davao City 書類作成（杉永） 

34 9/19 火 Davao City 書類作成（杉永） 

35 9/20 水 Davao City 書類作成、DOH XIでの聞き取り（杉永） 

36 9/21 木 Davao City 
プロジェクトM/M（ミニッツ）に関する打合せとフィリピン側M/M署名

（小野、杉永） 

37 9/22 金 Davao City 書類作成（杉永） 

38 9/23 土 Davao City 書類作成（杉永） 

39 9/24 日 Manila マニラへ移動（杉永） 

40 9/25 月 Manila 現地事務所報告（小野、杉永） 

41 9/26 火 東京 帰国（杉永） 

 

１－５ 主要面談者 

〔JICA本部〕 

社会開発部第二グループ 奥村 将巳 

 

〔JICAフィリピン事務所〕 

In-House Consultant Rey Gerona 

 

〔Local Consultant(Shinfield Consultancy Philippines Inc.)〕 

President Eric P. Benedicto 

Manager Josie C. Ilao-Bonilla 

（調査団 地方自治･コミュニティ開発担当） Alain Oregenes 

（調査団 村落給水･データ管理担当） Irvin Generalao 

 

〔Department of Interior & Local Government（DILG）本省〕 

BLGS Director Roland M. Acosta, Ceso II 

 

〔LWUA(Local Water Utilities Administration)：SWDIP(Small Water Districts Improvement 

Project)JICA-LWUA Project Office〕 

Coordinator for Water Program Kenji Kasamatsu 

Head Counterpart Alden A. Ganhinhin 

Manager, Special Projects Office Edwin T. Ruiz 

 

〔輸出入業者：De Leon import & Export Corporation〕 

Manager Adelina P. Arasa 

 

〔Davao Integrated Development Program Project Management Office（DIDP-PMO）〕 

Executive Director Atty. Wendel E. Avisado 

Project Development Officer III Nanette B. Digao 
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Project Development Officer III Grace L. Magalona 

 

〔National Economic & Development Authority （NEDA） Region Office XI〕 

Assistant Regional Director Atty. Bonifacio G. Uy 

 

〔Mindanao Economic Development Council （MEDCo）〕 

Supervising Economic Development Specialist Joan S. Barrera 

Senior Economic Development Specialist Eunice A. Gasmin 

 

〔Department of Public Works & Highways （DPWH）Region XI〕 

Assistant Regional Director Dahlia V. Nolasco 

 

〔DOH （Department of Health） Region XI Office〕 

Program Manager Engr. Rex Labadia 

Medical Technologist Judy Ann Nengasca 

 

〔民間井戸掘削業者：HYDROCK WELLS, INC.〕 

Managing Director Edgar P. Puentespina 

 

〔ローカルNGOs : Technical Assistance Center for the Development of Rural and Urban Poor 

（TACDRUP）〕 

Project Coordinator Emely S. Comaling 

 

〔DPWH Davao City District I Office〕 

Assistant District Engineer Lorna Ricardo 

Well Drilling Supervisor Ernest Ango 

 

〔Davao del Norte Provincial Government〕 

Governor Gelacio P. Gementiza 

Executive Assistant III Dexter G. Coquilla 

Planning and Development Office Brigida Q. Cudal 

Engineering Office Josie Jean R, Rebanoz 

Health Office Jose Alvic P. Suaybaguio 

Social Welfare & Development Office Arlene M. Semblante 

 

〔Panabo City〕 

Planning and Development Coordinator Zoilo C. Gudin Jr. 

 

〔DPWH Region XI Davao del Norte District I Office〕 

Civil Engineer Nicolas A. Lendio 

- 5 -



  

〔Davao Oriental Provincial Government〕 

Governor Elena T. Palma Gil 

Planning and Development Office Milagros R. Iglesias 

Engineering Office Charlito F. Pogosa 

Health Office Dr. Resuldo D. Malintad 

Social Welfare and Development Office Daniel S. Loaxel 

Social Welfare and Development Office Victor Foroner 

 

〔DILG Davao Oriental Provincial Office〕 

Provincial Director Celenerio C. Cero 

 

〔DPWH Region XI Davao Oriental District II Office〕 

Chief of Programming, Planning & Design Section Crispin P. Valles 

Construction Maintenance Foreman Pedro P. Raagas Jr. 

 

〔Davao City〕 

OIC, Office of City Planning and Development Engr. Ardeno Armentano 

Engineer’s Office Engr. Merito Yrogyrog 

Engineer’s Office Engr. Roland C. Reyes 

Office of City Planning & Development  Linda Gonzales 

 

〔Compostela Valley Provincial Government〕 

Governor Jose R. Caballero 

Planning and Development Office Lucia B. Damolo 

Engineer’s Office Agripio G. Coquilla Jr. 

Health Office Gil M. Macalisang 

Social Welfare and Development Office Josephine M. Frasco 

 

〔DPWH Region XI Compostela Valley District Office〕 

Well-Driller Supervisor Ruben Perez 

Engineer II Edwin M. Ortiz 

 

〔DILG Compostela Valley Provincial Office〕 

Local Government Operations Officer II Nelson M. Jalandoni 

 

〔Davao del Sur Provincial Government〕 

Provincial Administrator Atty. Renato S. Bartolo, Jr. 

Planning and Development Office Evangeline S. Abajero 

Planning and Development Office Gina C. Razote 

Social Welfare and Development Office Bonifacio P. Lopez 
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Health Office Edwin K. Mayor 

 

〔DPWH Region XI Davao del Sur District I Office〕 

Engineer II Ma. Teresa Lucaberte 

Engineer III Rolando Ro. Oroc 
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第２章 プロジェクト実施の背景 

 

２－１ 地方分権化の概要1 

２－１－１ 地方分権法 

フィリピンで本格的な地方分権が始まったのは、1991年の地方自治法（“The Local Government 
Code of 1991 （LGC） ” Republic Act No. 7160）が施行されて以降と考えることができる。

この法律は、1987年施行のフィリピン憲法において「すべての地方自治体（LGUs）は自治権を

有する」と定めたことに基づいており、1992年1月1日をもって発効した。 

同法の目的は中央の権限集中を抑制することにより、地方開発の効率化、中央から地方への

適正な資源配分の促進による地域格差の是正、住民参加促進による地方主体の開発を図るもの

であった。委譲された権限は、保健医療・経済基盤整備・農業普及・社会福祉・環境政策・観

光開発等であり、同時に、職員、資産、施設、資機材も移管された。 

 

２－１－２ 地方での事務の役割分担 

1991年施行の地方自治法により地方自治体に委譲された事務が地方自治法第17条に規定されて

いる。この法律により、①地方自治体の各階層の機能の定義、②中央政府と地方自治体間の歳入配

分、③地方自治体の課税権限、④地方自治への市民参画等が具体的に定められ、公共サービス提

供等の機能は基本的に地方自治体に移されることになった。地方自治法第17条及び地方自治法施

行細則（Rules and Regulations Implementｉｎｇ the Local Government Code of 1991）第25項には、地方

自治体の各階層に移管されるべき機能が示されている。そのなかでも、例えば、公共事業道路省から

の水供給プロジェクト、社会福祉開発省からの貧困対策事業、保健省からのプライマリー・ヘルス・ケア

等と、住民に直接届くべき多くの基礎サービス業務が地方自治体に委譲されることとなった。 

フィリピンでは州、市2、ムニシパリティ、バランガイという異なった階層の地方自治体が存

在する（詳くは図－1を参照）。 

州は、市とムニシパリティ、バランガイで構成され、州内の個別自治体を超える広域行政サ

ービスや個々の自治体では実施困難なサービスを担っている。州の監督権としては、管轄下の

構成市、ムニシパリティ、バランガイについて公的所有物の寄付・売買などの認可、条例制定

の審査権等をもつ。州と同等の権限をもつといわれる高度都市化市、独立構成市はこの監督下

にはない。 

高度都市化市、独立構成市はバランガイで構成され、州とムニシパリティが担うすべてのサ

ービス、施設管理に加え、通信輸送施設管理と教育、警察、消防業務の運営を行い、地方自治

体として最も多くの事務を担っている。ムニシパリティはバランガイで構成される。また、構

成市の所掌事務についてはムニシパリティと同様となる。バランガイは、基礎自治体であり住

民の生活に密接な行政サービスを中心に運営されている。 

                             
1
「地方分権・地方開発／地方自治体行政能力向上プロジェクト形成調査報告書」、国際協力機構、2005年10月（製本中）、 

より引用。 
2 市に関しては、構成市、高度都市化市、独立構成市という、3つの異なったカテゴリが存在する。 
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図－1 地方行政組織の構造 

 

２－１－３ LGUs能力向上によるサービス拡充 

フィリピンの地方分権は、地方自治体に多くの権限を委譲したため、地方自治体が独自に政

策を実施するためには高度な能力が必要となる。地方分権法施行後15年以上経過した現在、地

方分権の状況はある程度安定しているが、実際には委譲された権限を実施するための財政面、

技術面での能力不足が目立っている。制度が地方部それぞれの実情に合わないなどの問題も明

らかになっており、LGUs能力の向上によるサービス拡充が必要となっている。 

LGUsの能力不足は地方分権を進めるための阻害要因と考えられている。地方分権後、専門技

術スタッフに対して中央省庁から十分な技術移転がなく、伝統的な政治スタイルを踏襲する首

長も多く存在し、短期的に変動する傾向のある地方政治のため、行政職員が長期的な視野で行

政を考えることを難しくしている。また、地方での制度改革や、開発計画に基づく予算配分等

に影響力のある地方議会の能力不足も指摘されている。 

このような現状のなか、中央政府機関や外国援助機関の地方分権化支援では「地方自治体能

力向上」は常に重要な課題として取り上げられており、これに係る研修プロジェクトはこれま

で多数実施されてきている。また、財源や技術的な能力不足を補うためには、技術協力や、事

業計画運営に関して、域内で関係機関と連携することの重要性が議論されている。 

 

２－２ ダバオ地域の概要3 

 

（１）地方自治体の構成 

ダバオ地域、あるいは、リージョン11は、フィリピン南部に位置するミンダナオ島の南東部

                             
3 以下の内容は「ダバオ総合開発マスタープラン（1997-1999）」によって作成された報告書、National Statistic Coordination 

BoardのHP (http://www.nscb.gov.ph)などを参考に作成した。 

中央政府

州／Province 

構成市／ 
Component 

ムニシパリティ／ 
Municipality 

バランガイ／ 
Barangay 

高度都市化市／ 
Highly Urbanized 

City 

独立構成市／
Independent 

Component City 

バランガイ／ 
Barangay 

バランガイ／ 
Barangay 

バランガイ／ 
Barangay 
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にあり、コンポステラ・バリ州、ダバオ・デル・ノルテ州、ダバオ・デル・スル州、ダバオ・

オリエンタル州、及び、ダバオ市、ディゴス市、パナボ市、アイランド・ガーデン・シティー・

サマル市、タグム市の4州5市を主要な自治体として構成されている。 

 

（２）地 形 

地域全体は、南部にダバオ湾を抱え、半島と島が主要な部分を占めている。また、全般に低

層の山岳地帯が北東部から西の境界沿いに延び、南東部の半島に達している。まとまった低地

はタグム－リブガノン水系、ダバオ川、パナボ川の流域に限られている。 

 

（３）面 積 

この地域の面積は、1万9,671㎢であり、国全体の6.6％、ミンダナオ島全体の19.3％を占め

ている。地域全体の62.5％が森林地帯に区分されており、環境天然資源省の森林管理局が管理

する国有地であり、残りの37.5％が処分可能地（Alienated and Disposable Land）として私

有地になり得る土地に分類される。 

 

（４）気 候 

大分類に従えばこの地域の気候は熱帯性雨林気候に属しているが、フィリピン国内の区分に

よれば２つの気候区が存在する。ダバオ・オリエンタル州とコンポステラ・バリ州の大半は乾

期がなく、11月から1月にかけて激しい降雨がある地域に区分され、残りの地域は、年間を通

して平均的に降雨のある地域に区分されている。 

 

（５）人 口 

この地域の人口は2000年調査時点で367万6,162、世帯数が75万5,290となっている。過去の人

口増から推定した2006年の人口は426万2,451であり、国全体の5.0％を占めている。 

 

（６）経済活動 

州・市ごとの地域内総生産額（Gross Regional Domestic Product）のデータはないが、ダ

バオ地域全体で、2004年は2,195億7,600万ペソとなっており、国全体の4.5％を占めている。

その内訳は農林水産業が28.2％、鉱工業30.4％、サービス業が41.4％となっている。なお近年

の伸びを1985年の貨幣価値で見ると、２000年、2001年、2002年、2003年、2004年、それぞれ、

6.4％、1.4％、0％、4.2％、6.9％となっている。 

 

（７）家計収入 

この地域の年間平均家計収入は2000年で11万2,254ペソ、2003年で11万4,065ペソとなってい

る。全国平均が2000年で14万5,121ペソ、2003年で14万8,616ペソなので、ダバオ市を除けば、

ダバオ地域は全国平均よりかなり低いレベルにあることが分かる（表－２ ダバオ地域地方自

治体の主な基礎データ参照）。 
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（８）貧困ライン 

貧困に関する状況では、貧困ラインが全国で2003 

 年が1万2,309ペソ、ダバオ地域で1万1,399ペソとな 

っている。この貧困ラインを基準にすると、全国で 

世帯の24.4％が、ダバオ地域で28.5％が貧困ライン 

以下の生活にある。表－１にあるように、ダバオ・ 

オリエンタル州、コンポステラ・バリ州など北部の 

州に貧困世帯が多いのが目に付く。ダバオ市のみを 

対象とする貧困ライン及び貧困世帯割合のデータは 

なく、ダバオ・デル・スル州の貧困世帯割合が比較 

的低いことから、ダバオ市のデータはこの州に含ま 

れていると推定される。 

 

表－２ ダバオ地域地方自治体の主な基礎データ 

 

２－３ DIDPの概要と実績 

 ダバオ地域総合開発プログラム（DIDP）はリージョン11（一般にはダバオ地域と呼ばれる）を構

成する4州、5市による連合体である。この連合体は、1987年フィリピン共和国憲法、及び、1991年

地方自治法を根拠としている。 

 1997年7月に、ダバオ州、ダバオ・デル・スル州、ダバオ市の首長による合意文書によって正式に

発足し、以後、州の分割などもあり、徐々に構成自治体を増やし、現在の4州5市を構成メンバーと

するに至っている。この組織が発足して以来、財政的には構成メンバーである地方自治体よりの資

金拠出によって支えられてきており、フィリピン国内の地方自治体連合としては最も成功した例と

                             
4 National Statistic Coordination Board の HP より（http://www.nscb.gov.ph/poverty/2003/povInc.asp）。 

表－１ 貧困ラインと世帯割合4 

 貧困ライン 

（ペソ） 

世帯 

割合 

Philippines 12,309 24.4%

Davao Region  11,399 28.5%

Davao del Norte 11,833 30.3%

Davao del Sur 11,470 24.2%

Davao Oriental 10,580 37.2%

Compostela 

Valley 

11,422 34.4%

Davao del
Norte

Davao del
Sur

Davao
Oriental

Compostela
Valley

Davao City Panabo City Tagum City
Island

Garden City
of Samal

Digos City

a)
Land area
(Square
Kilometres) 3,463 3,934 5,165 4,667 2,444 221 196 281 318

b)
Projected
Population
(2006) 853,444 882,175 493,322 670,534 1,362,976 153,693 205,993 94,785 145,523

c)
Household
Number (2000) 150,844 157,054 86,569 120,766 240,057 27,225 36,560 17,388 26,306

d) No. of City 3 2 0 0 Not exist Not exist Not exist Not exist Not exist

e)
No. of
Municipality 8 14 11 11 Not exist Not exist Not exist Not exist Not exist

f) No. of Barangay 114 311 183 235 182 40 23 46 26
g) Established year 1998 1967 1967 1998 1937 2001 1998 1998 1949

h)
Infant mortality
rate (per
1000)(1995) 57 48 59 Note 1 29 N/A N/A N/A N/A

i)
Literacy Rate
(%)(1994) 95 89 78 Note 1 97 N/A N/A N/A N/A

j)
Average Annual
Family Income
(Peso)(2000) 78,758 79,770 94,328 Note 1 155,937 N/A N/A N/A N/A

         　g）は各州・市の作成した『Annual Accomplishment Report』より

        　 Panabo City、Tagum City、Island Garden City of Samalのh)?j)のデータはDavao Del Norteのデータに含まれる。

        　 Digos Cityのh)?j)のデータはDavao del Surのデータに含まれる。

Note1：このデータはDavao del Norteの数字と合算されている。

出　典：g) のデータ以外は『Davao Region Statistical Yearbook 2004』
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考えられる。 

 同組織の目的は、ダバオ地域の地方自治体が実施する様々な開発事業を統合し、この地域で利用

可能な自然及び行政、財政、人的資源を結合させることで、効率的な開発事業を実施することにあ

る。具体的な活動目標として、貧困、環境劣化、福祉サービスの不足、不十分なインフラ施設など

の問題を解消し、フィリピン国共通のアジェンダである、「平和と開発」に貢献することを掲げてい

る。 

 DIDPはその活動運営のため、プロジェクト管理事務所（DIDP-PMO）を置いており、同事務所はDIDP

理事会の書記局であるとともに、DIDPの活動に関するあらゆる人的、技術的な支援を行っている。

この事務局は、自治体によって拠出された資金5によって雇用される職員及び地方自治体からの出向

職員で構成され、14名が常勤として働いている（2006年9月調査時）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 DIDPの2005年の活動実績は、以下のとおりである。 

1）総合的食料安定プログラム（Integrated Food Security Program）運営 

農業省が実施する上記プログラムのうち、①農村-市場道路プロジェクト（Farm to Market 

Roads Project）、②高地モデル農村プロジェクト（Upland Farming Model Village Project ）、

                             
5 2005年実績では、ダバオ市より50万ペソ、その他のメンバーはダバオ・オリエンタル州を除いて30万ペソを拠出している。2005

年事務所運営のための総収入は260万ペソ、総支出が290万ペソとなっている。 

図－２ DIDP 組織図 

DIDP BOARD (15) 
• Local Chief Executives of DIDP LGUs (9) 
• President Adviser for New Government Centers 
• RDC XI Chair 
• NEDA XI Director 
• DA XI Director 
• DPWH XI Director 
• DIDP-PMO Executive Director

Technical Advisory Group (TAG) 
Major Line Agencies such as DPWH XI, NEDA 
XI, DA XI, DOH XI, DepEd XI, DILG XI, DTI 
XI, DOT XI, DENR XI, DAR XI, and DSWD 
XI 

Task Force 
Private Sectors such as local chambers of 
commerce, NGO Networks, and Industry 
organizations 

Technical Division 
• Project Development Officer III 
• Computer Operator I 

Administrative Division 
• Utility Worker II 
• Secretary II 
• Detailed Personnel form Davao City 

 Driver, Clerk 

DIDP-PMO 
Executive Director 
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③漁民生活向上プロジェクト（Fisheries Livelihood Enhancement Project）の3コンポーネン

トを担当し、約7,000万ペソの予算配分を受けた。 

2）ダバオ地域でのプロジェクト形成支援 

外部組織に協力して、①小規模橋梁建設プロジェクト（民間コンサルタントへの協力）、②地

方行政と地域社会強化プロジェクト（JICA調査への協力）、③ダバオ市都市交通改善プロジェク

ト（JICAへのプロポーザル作成）など、ダバオ地域でのプロジェクト形成を支援した。 

3）DIDPメンバーへの支援活動 

DIDPの加盟メンバーである地方自治体に対する支援活動としては、①ディゴス市に対するGIS

システム導入の支援、②パナボ市及びダバオ・デル・スル州に対する地域総合開発／土地利用

計画のための地図情報の電子化、印刷した地図の提供、③デスクトップコンピューターの提供

などを実施した。 
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第３章 ダバオ地域における水供給の現状と課題 

 

３－１ 当該分野に関する制度及び現状 

 1991年地方自治法により、従来は中央政府によって担われていた基本的業務が地方自治体へ移管さ

れた。具体的には、保健、農業、環境天然資源、公共事業、社会福祉サービス等である。しかしなが

ら、委譲された権限に比して、予算・人員の資源配分が不十分なこと、地方自治体の能力向上が十分

に実施されていないこと、地方地自体が政治的な影響を受けやすいことなどから、同法施行後15年を

経た現在においても、地方分権は必ずしも期待された成果をあげていないと考えられる。 

 給水事業に関しても、地方自治法17条で地方自治体に委譲される基本業務として明示されており、

さらに、国家経済開発庁1994年通達第4号項目「g」によって、より具体的な給水事業に関する役割が

示されている。 

 

 レベル1～3の給水事業は、その権能の範囲で、関係する地方自治体（LGUs）によって実施され

ることが可能である。 

 地方水利用管理局（Local Water Utilization Administration）は、マニラ首都圏上下水道サ

ービス（Manila Metropolitan Waterworks and Sewerage Services）の範囲外で、採算性が見込

める地域で、レベル3の給水事業を実施する。 

 

 レベル1は点水源であり、手押しポンプか設置された井戸あるいは送水施設を含む湧水取水設備に

代表される。これらは給水地点を中心として半径25ｍ以内に居住する住人に対して給水するものであ

る。給水人口は対象地区人口密度及び水源の能力によっても異なり、一般的に40～100世帯を標準と

している。レベル2は送配施設のほか貯留タンク及び共同水栓を含むものである。共同水栓により、

半径250ｍ以内に居住する住民、平均的に4～6家族に給水するように設計している。給水人口は共同

水栓システムにより、3タイプに分類され、500～2,000人を1つのシステムでカバーしている。他方、

レベル3は各戸給水システムであり、都市部で実施されパイプによる各家庭までの給水を行う6。 

 レベル1、2では、一般に地下水や湧水のような水源を利用し、井戸を多く採用している。井戸の種

類としては掘抜井戸、浅井戸、深井戸がある。レベル3は、都市部の比較的人口が多く、住居が密集

している地域で、商業的な給水事業が成り立つ地域で多く見られるが、民間業者が営業しているケー

スもあるが、多くは水道区（Water District）が地方水利用管理局の下に設立されている。地方自治

体により営業されているレベル3の給水システムも存在するが、補助金を出し続けなければ営業を継

続できないなど問題も多い。 

水道区が実施している地域では、各戸水栓による給水事業が政府所有組合などによって運営される

ため、地方自治体による給水事業の対象とはならない。ダバオ地域ではダバオ市内に設立された水道

区を筆頭に、18水道区、約110万人がこの対象となっている7。 

                                                  
6 「フィリピン国地方給水･下水･衛生セクター計画調査事前調査報告書」、国際協力事業団、平成6年8月 
7 NEDA XI作成の資料より（2006 Annual Report用資料。報告書は未刊行）。 
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 ダバオ地域内で存在する、各州／市の水道区のシステム名は以下のとおりである。 

 Davao Oriental（１）：Mati WD 

 Compostela Valley（１）：Nabunturan WD 

 Davao del Norte（７）：Asuncion WD、BE Dujali WD（未稼働）、Carmen WD、 

 New Corella WD、Panabo WD、Tagum WD、IGaCoS WD 

 Davao City（１）：Davao City WD 

 Davao del Sur （４）：Bansala WD、Digos WD、Hagonoy WD、Kiblawan WD 

 

権限の委譲を受けた地方自治体は、給水事業を実施する責任があり、住民の要請に応じ対応するこ

とを求められているが、限られたリソースで住民のニーズに対応することは多くの地方自治体で難し

いこととなっている。一方、現状として中央政府などが地方での給水事業をやめたわけではなく、依

然として、特別事業として大統領直轄事業や国会議員のもつ開発予算により、公共事業道路省（DPWH）

の地方事務所による給水事業が広く見られ、また中央省庁や外国支援ドナーからの事業が行われてい

る。そのなかでは地方自治体の意思決定過程や予算管理過程に全く関与しないものもあり、一部かか

わるもの、地方自治体の独自の計画や事業と調整して行われるもの等、実施体制は様々である。 

各州・市で給水事業に独自に使われた予算概算額と事業実施者（プロジェクト）は、表－３のとお

りである。a）が州・市で予算化された給水事業にかかわる予算であり、b）/c）が国会議員のもつ開

発予算から支出されたもの、d）はフィリピン大統領が直轄する事業、e）は米国開発庁によって支援

された給水事業である。年によって額の変動は大きいようであるが、短期的な外部からのプロジェク

ト予算が非常に大きくなっている。制度上は委譲されているが、その権限を十分に執行できず外部か

らの資金に頼らなければならない現状となっている。そのような現状での問題点として、外部からの

プロジェクトは実施以外での地方自治体への介入は少ないため、地方自治体の計画との整合性、地方

自治体との調整不足や能力の不足のために、持続性の問題があげられている8。 

 

 

                                                  
8 中央政府が実施する給水事業は、施設建設に事業の目的が限定されており、建設後の維持管理に関して、住民の参加を促すような 

配慮がほとんどなされていない。一方、地方自治体との連携はなく、地方自治体側にも、中央省庁が実施した給水事業に関して、

組織強化などの支援をする責務があるとは思っていない状況がある。中央政府と地方自治体の連携がないことで生じている弊害

である。 
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表－３ 州・市給水事業予算まとめ9 

 

３－２ 地域における水へのアクセス状況 

 今回の調査において、レベル１、レベル２及びレベル３のそれぞれによって開発された給水施設に

よる給水率を一覧で示したものを見つけられなかった。 

 各州及び市のPlanning OfficeやEngineering Officeにおける聞き取り結果や、各州／市のAnnual 

Book、また水道区（Water Districts）プロジェクト調査報告書・Information Leafletなどを分析し

た結果によると、ダバオ市とダバオ・デル・スル州の給水率は95％に達しており、特にダバオ市は水

道区（Water District）によるものが67％を占めている。 

 またダバオ・オリエンタル州及びダバオ・デル・ノルテ州は給水率62～70％となっているが、1998

年にダバオ・デル・ノルテ州から分離したコンポステラ・バリ州は37％と低い。 

なおダバオ・デル・ノルテ州では水道区が、アイランド・ガーデン・シティー・サマル市（以後IGaCoS

と呼ぶ）の水道区も含めて7つあるが、IGaCoSのデータが得られておらず、また残りの6つの水道区の

うち1つは、取得した調査レポート〔アジア開発銀行（ADB）：2004年〕時点ではまだ稼働しておらず

給水率0とカウントしているが、これについては早晩給水が開始されると思われるので、これらを含

めるとダバオ・デル・ノルテ州全体の給水率はもう少し上昇する。 

 なお、各州市における世帯数は公表されているものとして2000年に実施されたCensusによるものが

あるが、種々情報の収集や聞き取りによって、できるだけ最新の情報による分析を行うことに努めて

いる。その結果2002年から2005年と調査年が統一されていないが、これらの年が給水率情報と対比可

能な最新の情報である。 

 

３－３ 地方給水用水源開発、給水施設 

 ダバオ地域において、給水に使われる水源は基本的に地下水である。平地や台地においては、もっ

ぱら井戸掘削により帯水層を探しあて、そこから地下水をポンプアップして給水する。 

 しかし、山地や丘陵などでは帯水層の分布が複雑で、断層破砕帯や亀裂帯あるいは岩盤裂罅水・空

洞流下水など水脈として流れている地域においては、現在の州・市がもつ技術では水脈を掘り当てる

ことが困難であることから、基本的に井戸掘削による水源開発は行われていない。それらの地域にお

いては、現存する湧水地点において、その湧水量などを調査のうえ、そこを水源として開発し給水施

設を併設している様子である。 

 

                                                  
9 a)州に関しては各州2006年事業実施プログラムより、市に関しては2005年実績を直接の聞き取りによる。ただし、ダバオ市に 

 関しては2005年事業実績報告より。b)、c)はDPWH XIが作成した“Project Status Report (Individual) As of July 31, 2006”

より。ただし、c)に関してはこの中に給水事業が含まれるが詳細な内訳はなかった。参考までに金額を示す。d)はダバオ地域の

プロジェクト説明会で使用された資料より。e)はダバオ・オリエンタル州より入手した資料より。 

 

peso

Davao del
Norte Davao del Sur Davao

Oriental
Compostela

V alley Davao City Panabo City Tagum City

a)
Budegt  by Province/City
(05/6)(Peso) 642,240 1,000,000 1,000,000 2,710,000 3,203,194 1,313,100 1,445,400

b)
Pork Barrel Lower House
Project (06) 0 2,500,000 8,000,000 4,508,000 1,300,000 0 400,000

c) Pork Barrel V IILP (06) 0 5,000,000 0 0 10,000,000 N/A N/A

d)
President P riority Project
on W ater for W aterless
Barangay (05) 984,500 0 3,112,600 0 1,000,000 0 0

e) UsAid USPL416 (06) 0 0 7,390,774 0 0 0 0
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 ダバオ地域だけではなく、フィリピンで行われている代表的な湧水地点における水源開発方法は図

－３のように、下流側に設置される配水タンクへ引き込むパイプをつなぐ（Level II）タイプのもの

と、湧水地点周辺は表流水が流れ込んで汚染されることのないよう、また、施設を壊すことがないよ

う承水路を設けて表流水を受け止め、湧水水源施設下流の排水路へ流れ込むタイプのものが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 一般に行われている湧水水源開発施設見取り図 

 

 井戸掘削の場合は、人力による掘り抜き井戸あるいはオーガーや打ち込みパイプ・ジェット送水ボ

ーリング・マニュアルパーカッションボーリングなどによる浅井戸掘削によるものか、又は機械式の

パーカッションボーリングやロータリーボーリングによって深井戸（場合によっては浅井戸）を掘削

し、適切な帯水層が見つかった場合に、そこから取水を行うためのポンプを設置する。なお、フィリ

ピンにおける浅井戸と深井戸の区別は、井戸の深さ80フィート（24 m）を境として、これより浅いも

のを浅井戸、深いものを深井戸としているようである。 

 ポンプは、レベル1の場合、基本的にハンドポンプを設置する。ハンドポンプは17～18m程度の深さ

まで揚水可能なMagsaysay Pumpと10m以上の揚水は不可能なJetmatic Pump及びPatcher Pumpとがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ Magsaysay Pump 
図－５ 蓋をした掘り抜き井戸に 

Jetmatic Pump を設置した例 
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No. of
System

No. of
Barangay

No. of
System

No. of
Barangay

No. of
Unit

No. of
Barangay

Davao Oriental 183 86,569 (2002) 27 22 142 124 5,286 152
Compostela Valley 235 120,766 (2002) 60 84 73 73 3,707 21,856 HHs
Davao del Norte 223 174,859 (2005) 26 62 28 98 42,185 142
Davao City 180 242,793 (2003) 3 3 196 98 350 42
Davao del Sur 337 172,275 (2005) 9,018 Conection 68 811 118 6,878 276

Name of
Province/City

No. of
Barangay

No. of
Household

Level ILevel IILevel III
Wate Supply Facilities (except WD)

 レベル2（あるいは、レベル3）の場合、機械ボーリングによって掘削した口径150～300mm程度の井

戸に水中ポンプを設置し、電力などの動力を使って揚水する。ポンプアップされた地下水は、エレー

ベィテドタンクに送り込まれ、そこから重力によって下流側に設けられたいくつかの配水タンクに送

水され、共同水栓まで流れるようになっている。レベル3の場合は、配水タンクあるいは共同水栓か

ら各戸に配水される。また、エレーベィテドタンクのかわりに加圧タンクを平地に設け、それをコン

プレッサーにより加圧し配水タンクに送水するケースも存在する。 

 各州／市における湧水あるいは井戸によるレベル1の水源及びポンプ（湧水の場合はタップ）、レベ

ル2及びレベル3の給水システム数は表－４に示されるとおりである。 

 

表－４ 各州／市の給水施設数 

*一部の数値に関して、システム数のかわりにコネクション数、またBarangay数のかわりに世帯数し 

 か収集できなかったところもある。 
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沖 積 地 

新規火山地域 

鮮新～更新世堆積物地域 

図－６ 調査地域地質図及び地下水開発可能性 

東東東ダダダバババオオオ    
ｺｺｺﾑﾑﾑﾎﾎﾎﾟ゚゚ｽｽｽﾃﾃﾃﾃﾃﾃﾗﾗﾗﾊﾊﾊﾞ゙゙ﾚﾚﾚｰーー   

ダダダバババオオオ市市市    

北北北ダダダバババオオオ

南南南ダダダバババオオオ

その他の地域 
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３－４ 地下水分布状況（水理地質分布）と開発可能性の分析 

 地質分布から調査対象地域の地下水開発可能性については、図－６に示されるようなものとなる。

地下水開発可能性については、図に示されるように、沖積地・鮮新～更新世堆積物地域・新規火山地

域・及びその他の地域の大きく４つの地域に区分される。以下それぞれについて概説する。 

 

＜沖積地＞ 

 ダバオ・デル・ノルテ州パナボ市とタグム市の間は、河川の集合する広大なデルタ地帯で、河

川自然堤防堆積物・河川氾濫原堆積物の砂・シルト・粘土が互層する。氾濫原部では上層部に腐

植質堆積物が分布する軟弱地盤地帯でもあるものと思われる。 

 ダバオ・デル・スル州のディゴス市の南～西側（アポ山の南側山麓の南側）は、もともと入り

江であったと思われるが、そこにアポ火山の活動により、浸食・砕屑物が多く供給されてできた

平地である。 

 コンポステラ・バリ州の構造盆地内に形成される内陸低平盆地。 

 コンポステラ・バリ州ダバオ湾に面する平地；活断層派生地帯の不安定山地斜面の激しい浸食

により斜面裾に堆積した崖錐性堆積物に由来する角礫や粘土など雑多な堆積物から成るものと

思われる。 

 ダバオ・オリエンタル州半島付け根ダバオ湾に面する平地；山地から河川の営力によって運搬

され山地出口に堆積した扇状地～デルタ、山地側は砂礫～砂主体の有力帯水層を形成するが、海

岸側に向かうにつれ細粒土となるものと思われる。 

 ダバオ・オリエンタル州のMatiからGuangguang半島突端の丘陵に至る間は潮の流れによって形

成された砂嘴。 

 そのほかの幅の狭い海岸低平地。 

 

 これらの沖積地域では基本的に、地層は水平に近い状態で分布している。既存データを活用して平

面及び断面にて土層の分布状態を詳細に図化し、各層の水理地質特性を考えながら地下水開発計画を

立てると良いと思われる。海岸に近い地域で大きな問題となるのは、井戸の揚水による塩水の浸入で

ある。塩水くさびの分布状況を、過去から現在に至るまで確認し、その変化状況を追跡するとともに、

井戸に塩水が浸入しないような適切な計画を立てる必要がある。塩水を吸い上げるような井戸揚水は

厳禁とすべきであり、塩水害が発生しないような揚水時の水位降下を定め、それ以下の揚水量を適正

揚水量とするような揚水計画が必要となる。 

 パナボ－タグムでは水道区（WD）やバナナプランテーションなどによって、多くの地下水がくみ上

げられていることから、近年地下水位低下が著しいとのことである。また、主な人口密集地は河川自

然堤防地など比較的良好な地盤上にあると思われるが、人口のまばらな村落は軟弱地盤上にあること

も考えられる。 

 本プロジェクトには直接結びつかないが、灌漑プロジェクトなどの事業に対して地下水位低下によ

る地盤沈下が発生していないか、地盤沈下による環境負荷がないかについて注意を喚起する可能性も

ある。 

 

＜鮮新世－更新世堆積物＞ 

 平地から山岳地中間のなだらかな丘陵地を形成し、泥岩など難透水性地層の中に、石灰岩や礫

岩などの良好な帯水層が多く分布する。 
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 沖積地を取り巻く地域若しくは隣接する地域に分布する。 

 良好な帯水層を形成する石灰岩や礫岩は、沖積層のように必ずしも水平に堆積しているとは限

らない。しかし比較的まとまって同種の地層が分布しているので、沖積層と同様に既存データの

集積から平面図及び断面図を作成し、その分布を確認したうえで地下水開発計画を立てられる。 

 水理地質特性は同種の地層でも場所により異なることも多い。同じ地層が同じ特性をもってい

るとはかぎらず、純粋に揚水試験データなどから特性を把握し全体傾向をつかむことが必要であ

る。 

 海岸から離れた地域では塩水浸入の心配はそれほどないが、海岸に近い地域はやはり塩水クサ

ビがあるので、塩水害が発生しないような開発計画・揚水計画を立てる必要がある。 

 掘削地点を選定する場合は探査（垂直探査）を行うことが望ましい。 

 

＜新規火山地域：アポ山周辺＞ 

 山頂～山腹地域は地下水の浸透する地域で開発すべき湧水地点は比較的少ないものと思われ

る。しかし、浸透地域であるという観点から地域の保護対策が必要である。 

 山麓地域では多孔質若しくは節理の発達した溶岩、亀裂の発達した岩盤、火山礫堆積物など、

あるいは空洞の発達する部分などの高透水性部が、難透水性の火山灰や凝灰岩などにはさまれて

水脈状に発達しているケースが多い。 

 地下水開発にあたっては湧水地点の分布などを参考に、水脈の分布を把握することが重要であ

る。 

 掘削地点の選定にあたっては、探査（垂直探査と水平探査の組み合わせ）を行うことが望まし

い。 

 

＜その他の丘陵～山岳地域＞ 

 湧水地点の位置情報を正確に把握して、地形図・地質図に正確にプロットしたのち、全体の分

布傾向を把握する必要がある。 

 湧水地点と地質分布とを比較して、どのような状態での湧水なのか（連続帯水層の地表露頭部、

岩盤割れ目、空洞、表層未固結層と下層岩盤境界伏流水の露頭、基盤岩の窪み部伏流水の露頭な

ど）を把握する。 

 また湧水量の季節ごとの変化をおさえることも必要である。 

 現在は既存の湧水をそのまま利用しているが、その形態や性格を正確につかむことによって、

流出量などを改善できる可能性がある。また、全体の分布傾向を把握することによって、現在湧

水のないところでも、掘削などによって水源開発を行える可能性もある。 

 

３－５ 小規模給水事業の実施状況 

３－５－１ 責任分担 

給水事業を実施する場合、バランガイからあげられる要望書が起点となり、予算書の取りまとめ

を州レベルの開発計画事務所が行い、必要に応じて、エンジニアリング事務所が費用積算や事業の

実行可能性などに関する技術的支援を行っている。地方自治体の年間予算は、地域開発評議会など

に諮られ、地方議会で承認を受けた末に、正式な予算となる。フィリピンの予算年度は1月からで

ある。 
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多くの場合、この地方政府による年間計画とその地域から選出された国会議員のもつ開発予算に

よる事業との調整は制度化されていないため、計画が重複する場合もあり、より効率的な資源配分

が検討される余地はほとんどないと考えられる。そのような場合、最終的な施設建設現場を選定す

るにあたり、州レベルでは明確な選定基準はなく、その時々の関係者間の交渉によって決定される

ケースが多い。各バランガイでの水状況や給水施設に関する最新の情報はなく、基本的な情報に関

してはJICA支援によって作成された『Provincial Water Supply, Sewerage and Sanitation Section 

Plan』を主要な参照データとする州がほとんどであった。 

実際の建設にあたっては、バランガイ、ムニシパリティ、州のもつ開発予算を活用することが可 

能である10。異なる地方自治体間予算を組み合わせて施設建設を実施する場合や、施設の一部を建

設しておき、次に予算が確保できたときに残りの部分を建設するなど、限られた予算のなかで、様々

な施策が実行されている。建設自体は、州であればエンジニアリング事務所が直接建設する場合が

多く、市レベルでは、エンジニアリング事務所に給水施設建設を実施する能力がないため、民間の

建設会社や州のエンジニアリング事務所などに外注して、建設する場合がほとんどである11。 

給水施設建設にあたり、コミュニティは、施設建設予定地を公有地にするための調整と、次いで、

維持管理の組織を準備することが求められる。施設建設中は、建設工事関係者に対する食事提供が

主たる義務であり、特にそれ以外の義務は存在しない。1980年に、給水施設を維持管理させるため、

バランガイ水・衛生協会（Barangay Waterworks and Sanitation Association：BWSA）や村落水・

衛生協会（Rural Waterworks and Sanitation Association：RWSA）に関する大統領令577号が出て

いるが、現在では、このような組織の形成はあまり促進されていなく、既存のバランガイや住民組

織を活用しているケースも多く見られる。 

施設建設の前後に、施設維持管理のため、必要な技術指導を住民に対して州などが実施すること

の必要性と、実際にそのような活動を行っている地方自治体やNGOが存在することもあるが、現状

では多くの地方自治体でノウハウや予算の不足により、具体的な活動が行われていない。地方分権

以前、中央政府が給水事業に責任をもっていたころには、このような技術指導を実施するため、地

方自治体職員に対する研修が内務省によって実施され、公共事業道路省が主導してコミュニティに

対して技術指導を実施していたという経緯もあるが、その部分については委譲にあわせた技術移転

は行われていない。 

なお、現在でも、国会議員のもつ開発予算で建設された給水施設に関しては、ほとんどコミュニ

ティに対する技術指導は実施されておらず、公共事業道路省の地方事務所職員によれば、施設建設

のみが担当であり、それ以外のことを実施する責任はないという立場であるようであった。 

施設建設後、基本的に施設の運営、維持管理はコミュニティの責任であるが、問題が発生した場

合、しばしば、地方自治体に対して支援の要請があるとの指摘が地方自治体関係者からあった。ど

の程度の支援を実施するかに関して、一定の基準があるのではなく、その時々で、できる範囲で対

応するというのが一般的な状況のようであった。 

維持管理に関しては、コミュニティによる維持管理に必要な組織強化等の支援がなされていない

現状が基本的な問題である。しかし、コミュニティに維持管理を任せるのであれば、どの程度の維

持管理をコミュニティの責任とするかの明確な基準が必要であろう。地方自治体関係者によれば、

給水施設の水中ポンプが壊れた場合などは、コミュニティが対応することは、技術面、費用面で難

                                                  
10 まれな例ではあるが、地方自治体とその地域から選出された国会議員との関係が良好であれば、地方自治体の予算と国会議員が

もつ開発予算を合わせて、1つの給水施設を建設することも可能である。 
11 比較的裕福なダバオ市の場合、給水事業に関して、直営での工事はしないことを選択している様子であった。 
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しいとの意見が大半であった。地方自治体の限られた予算のなか、現実的な解決方法として、コミ

ュニティの維持管理能力を高める支援を地元に根づいた地方自治体が行っていく体制が整ってい

くことが重要である12。 

 

３－５－２ 現行の事業状況 

地方給水事業は現在各LGUの責任において実施されることが基本とされている。そのため、各州

／市政府はPlanning OfficeあるいはEngineering Officeのなかに水源開発及び給水施設を計画・

施工するためのセクションを設け、水源開発のためのボーリングマシンなどの機材を保有して事業

を行っている。 

水源開発などの施工は、基本的にこれらのボーリングマシンを使用して直工で行われるが、州保

有のマシンが空いていない場合や、掘削規模が機械の能力を超えるような場合はコントラクトで実

施される。また地元民や小規模な工事業者を使って、州が施工管理を行いつつ実施する場合もある。 

ただしダバオ市では開発事業はすべてコントラクトで実施し、維持管理や補修時に市保有のボー

リングマシンを地元に貸し出して利用している。 

ムニシパリティあるいは構成市では、自分たちでボーリングマシンを保有せず、井戸掘削による

水源開発を行う場合は州からボーリングマシンを借り受けるか、州の開発事業として実施してもら

っている。 

州／市やムニシパリティは、水源及び給水施設を開発したあとは末端のLGUであり受益者である

バランガイや住民組織にそれらの施設をすべて移管する。そして移管されたバランガイや住民組織

がその維持管理を担当するというシステムとなっている。バランガイや住民組織は、この地方給水

施設を維持管理する組織としてバランガイ水・衛生協会（BWSA）若しくは村落水・衛生協会（RWSA）

を組織し、ムニシパリティあるいはCityに登録することが義務づけられている。  

また各州／市は内国歳入割当（IRA）の20％である開発予算の2割以上を基礎サービス事業にあて

ることが義務づけられており、水供給事業は通常そこから捻出されていることが多い。各地方自治

体の2005年度の水供給事業予算はそれぞれ以下のようになっている。 

 Davao Oriental   ：約100万ペソ 

 Compostela Valley：約30万ペソ 

 Davao del Norte ：約567万7,000ペソ 

 Davao City       ：約1,252万ペソ 

 Davao del Sur    ：約100万ペソ 

ダバオ市とダバオ・デル・ノルテ州は比較的大きな予算を割り当てているが、その他の3州は限

られた予算状況となっている。特にコンポステラ・バリ州に至っては非常にわずかな予算しか割り

当てられていない。 

 

３－５－３ 各LGUsの組織・人員・財源・施設・機材 

給水にかかわる州の組織に関しては、「３－５－１ 責任分担」でその責任分担とともに説明し

た。財源に関しては、「表－３ 州・市給水事業まとめ」、上述の「３－５－２ 現行の事業状況」

                                                  
12 この問題を議論するにあたり、受益者（給水施設利用者）によって負担可能な給水施設使用料の算定と、支払い意志額に関する

情報が必要である。住民が管理費を負担することができるのであれば、維持管理組織の管理能力を高めることで、施設の維持管

理に関する問題を解決することが可能である。参考として ADB による『Integrated Water Resource Development Project-Local 

Government Unit Private Infrastructure Project Development Facility, Feasibility Study Report, February 2004』の『9. 

Social Dimensions』が有用である。 
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などに、収集できたデータをまとめている。機材及び人員は以下のようになっている。 

 

（１）ボーリングマシン及び井戸掘削スタッフ 

井戸掘削用に各州／市が保有し、使用可能なボーリングマシンは以下のとおりである。 

 ダバオ・オリエンタル州 ：パーカッション式2台 

 コンポステラ・バリ州  ：パーカッション式3台、DAよりロータリー式1台借用 

 ダバオ・デル・ノルテ州 ：ロータリー式1台 

 ダバオ市        ：パーカッション式1台（保守管理用にのみ使用） 

 ダバオ・デル・スル州  ：パーカッション式3台、DPWHから1台移管 

 構成市（Component Cities）：保有せず 

 このほかに地下水水源探査や井戸掘削後の取水深度を決定するために必要な物理探査やボ

ーリング孔内検層機器は保有していない。ボーリングスタッフは基本的に各ボーリングマシン

につき5名のスタッフ（マシンオペレーター１名、アシスタント3名、ドライバー1名）を張り

付け１チームとしている。ダバオ市を除き利用可能なボーリングマシンの数と同じボーリング

掘削チームをもっている。 

 

（２）給水施設計画及び水源計画スタッフ 

また給水施設の計画等に携わっているスタッフとしてのCivil EngineerがPlanning Office

若しくはEngineering Officeに 1～2名以上いる。しかし適切な水源計画に携わる

Hydrogeologistはいない。DIDP-PMOが今後の給水プロジェクトのことを考え、Hydrogeologist

を現在募集中となっている。 

 

（３）GPS機材 

GPSに関しては現在のところ保有しているところはないが、EUの協力により農業省（DA）が

実施している「Upland Development Program（UDP）」では使用されており、2007年7月で当該

プロジェクトは完了することから、それ以後各州に供与される可能性があるということである。

ただし各州1台程度である。UDP事業にダバオ市は含まれていない。 

 

（４）GISデータベースシステム及びスタッフ 

 GISはDIDP-PMOがESRI社の最新バージョンであるArcGIS 9.0（Spatial Analyst 9.0付属）を

2006年9月に購入している。それ以前は、ArcGIS3.0を使用しており、以下のレイヤーを作成し

ている。 

 

 Administration Boundary（Municipalities’ Boundaryまで） 

 Road Network （CY2000） 

 River System 

 Elevation 

 Slope 

 Population （CY2000） 

 Erosion 

 Flood Area 
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LGU GIS SOFTW ARE VERSION
Davao del Norte Arcview GIS 3.2E
Davao del Sur none
Davao Oriental none
Compostela Valley Arcview GIS 3.3
Davao City Autodesk Map 5.0

ArcMap (Arcview GIS) 8.0
Arcview GIS 3.2

DevInfo 4.0
Panabo City Amellar Basic GIS N/A

Arcview GIS 3.3
Tagum City Arcview GIS 3.2
IGACOS none
Digos City Amellar Basic GIS N/A

 Active Fault Lines 

 Geology 

 Land Use 

 Land Management Units 

 Population Centers 

 Watershed 

 Soil Taxonomy 

 

DIDP-PMOは今後もGISデータベースの充実を図り、LGUクラスターの情報センターの中心とな

る構想をもっており、現在GISデータベース化を進めている作業として各バランガイの境界を

確定させる作業を行っている。現在のGISスタッフは2名のエンジニアと助手が1名である。2

名のエンジニアはArcViewとArcGIS及びAutoCAD Mapの訓練を受けているコンピューターエン

ジニアである。関係する地方自治体のGISソフトの所有に関しては表－５のとおりである。 

    

表－５ 関係自治体所有GISソフト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）水質検査ラボ･機器 

 飲料用水としての水質検査は、水源開発時点及びその後も以下のように定期的に検査するこ

とが義務づけられている。 

 

 レベル1：3か月に1回 

 レベル2：2か月に1回 

 レベル3：1か月に1回 

 

水質検査項目を以下の表－６に示す。基準を世界保健機構（WHO）ガイドラインと比較して

示しているが、ほぼこれに従って決めている。また一部USEPA（米国環境保護庁）の基準も参

考にしているということである。検査基準を大きく分けると「大腸菌・細菌検査」及び「化学

物含有量検査」の2つに分けられる。しかし、水質検査を行うためのラボラトリーは各州／市

とも保有していない。水質検査を行って安全な水と認証されるためには保健省（DOH）の認定

を受けたラボラトリーで実施することが義務づけられており、このラボラトリーはダバオ地域

においてはダバオ市にしかない。  

水源開発時は基本的にラボラトリーで実施することが必要であるが、その後の定期検査に対
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して、DOHはラボラトリーで実施できない場合に「大腸菌・細菌検査」に限って、PHC Testと

いう簡易検査を行うことで安全な水であるとして認定している。 

DOHはダバオ・デル・ノルテ州、ダバオ市及びダバオ・デル・スル州の州保健事務所及び市

保健事務所に対してPHC Testを使用するためのトレーニングを実施し、検査キットもこれらの

州／市は保有している。ただし、ダバオ・オリエンタル州及びコンポステラ・バリ州に対して

はまだ行っていないということである。 

 

表－６ 水質検査項目 

 

Bacteriological Quality （Unit No.／100ml） 

Bacteria WHO Guidelines Philippines Standard value 

E.Coli or Thermotolerant （fecal） 

coli -form bacteria 
shall not be detectable 0 

 

Biological Organisms （Unit No.／ml） 

Constituent WHO Guidelines Philippines Permissible 

limit 

Total count – 10 

 

Inorganic Constituent （Unit mg／litter） 

Constituent WHO Guidelines Philippines Maximum Level 

Antimony （Sb）   0.005 0.005 

Arsenic （As）   0.01 0.01 

Barium （Ba）   0.7 0.7 

Boron （B）  0.5 0.3 

Cadmium （Cd）   0.003 0.003 

Chromium （Cr）   0.05 0.05 

Cyanide （CN）   0.07 0.07 

Fluoride （F）   1.5 1.0 

Lead （Pb）   0.01 0.01 

Mercury （Hg）   0.001 Total 0.001 

Nitrate （NO3）   50 （rapid） 50 

Nitrite （NO2）   3 （rapid）, 0.2 （slow） 3 

Selenium （Se）   0.01 0.01 
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Organic Constituent & Pesticides （Unit μg／litter） 

Constituent WHO Guidelines Philippines Maximum Level 

Aldrin & Dieldrin   0.03 0.03 

Chlordane   0.2 0.2 

DDT   2 2 

Endrin  – 0.2 

Heptachlor and Heptachlor epoxide 

  

– 0.03 

Lindane   2 2 

Methoxychlor   20 20 

Fluoride （F）   1.5 1.0 

Petroleum oils & grease   nil 

Toxaphane    5 

2,4-D   30 30 

 

Physical and Chemical Quality: Aesthetic Quality （Unit mg／litter） 

Constituent or Characteristic WHO Guidelines Philippines Level 

Taste shall be acceptable Unobjectionable 

Odor shall be acceptable Unobjectionable 

Color 

【Platinum Cobalt units or TCU】 

15 5 

Turbidity【NTU】 5 5 

Aluminum【mg/litter】 0.2 0.2 

Chloride （Cl-）【mg/litter】 250 250 

Copper （Cu）【mg/litter】 2～1 1 

Total Hardness as CaCo3

【mg/litter】 

– 300 

Hydrogen Sulfide （H2S）

【mg/litter】 

0.05 0.05 

Iron （Fe）【mg／litter】 0.3 1 

Manganese （Mn）【mg／litter】 0.5～0.1 0.5 

pH – 6.5 – 8.5 
Sodium【mg／litter】 200 200 

Sulfate （SO42-）【mg／litter】 250 250 

Total Dissolved Solids （TDS）  

【ppm】 

1000 500 

Zinc （Zn）【mg／litter】 3 5 
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Disinfectant and Disinfectant By-Products （Unit mg／litter） 

Constituent WHO Guidelines Philippines Maximum Level 

Chlorine （residual） 0.5 0.2 – 0.5 
Bromate 0.025 0.025 

Chlorite 0.2 0.2 

2,4,6 trichlorophenol 0.2 0.2 

Formaldehyde 0.9 0.9 

Phenolic substances  0.001 

Bromoform 0.1 0.1 

Dibromochloromethane 0.1 0.1 

Bromodichloromethane 0.06 0.06 

Chloroform 0.2 0.2 

 

Radiological Constituents （Unit Bq／litter） 

Constituent WHO Guidelines Philippines Activity Level 

Gross alpha activity （pCi／l） 0.1 0.1 

Gross beta activity （pCi／l） 1 1 

 

 

３－５－４ 水供給に係る住民組織の現状 

既に上述したように、給水施設建設にあたって、住民組織の役割は限定されている。施設建設用

の土地を確保すること、維持管理のために組織をつくること、あとは、施設建設期間中、施設建設

関係者のために食事を提供することである。維持管理に関しては、住民全体で維持管理されている

というより、村長（Barangay Captain）など、村落有力者に管理を委ね、住民は給水施設の利用者

として、利用可能な施設を選択する姿勢が強いように感じられる。住民はあくまで給水施設を利用

する立場であり、維持管理者として、積極的にかかわってゆく姿勢、又はそのような啓発活動は希

薄な印象を受ける。 

  現地調査で指摘された問題点は以下のようなものである。 

 施設がほとんど住民によって維持管理されず、何度も地方自治体による支援を受けた結果、

住民が施設を維持管理する意欲がなくなっている。 

 住民によって、給水施設がレベル2からレベル3に改修された結果、改修された施設の設計

が適切でなく、無理な運転を行ったため水中ポンプが壊れてしまい、給水施設が使用できなく

なった。 

 水使用料徴収にあたり、不払い世帯への給水停止が適切にできない場合や、使用料徴収に

関して定額制とメーターによる定量制が混在しているなど、費用負担に関して利用者の不満が

見られる。 

 維持管理に関して明確な規則がない、あるいは規則が適切に適用されないため、利用者の

不満が募っている。 

 建設された給水施設は水質に問題があり（塩辛い）、飲料水として使えない。 

 給水施設建設にあたり、村長など有力者との調整がうまくゆかず、村落内での政治的な混

乱が起きて、施設の維持管理に関してバランガイが全く関与しようとしない。 
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 水源を選定するにあたり、受益者の居住地とは異なる地域の泉を水源としたため、施設設

後に起きた地域間の問題で、施設が使用できなくなっている。 

 

全般に、管理運営に関して、水使用料の徴収方法やその金額が問題になる場合が多いようである。

この問題を回避するためにも、この地域に適合した管理運営のモデルを示し、維持管理組織に対し

てそのために必要な技術支援を行う必要がある。また、州内で、給水施設維持管理に関する統一さ

れたマニュアルを用意し、維持管理に関して問題が起きた場合、参考にできるような指針を用意す

るなどの対策が必要であろう。 

また、施設運営がうまくゆかない場合、すぐに既存の施設をあきらめて、新たな支援による給水

施設建設を図る傾向が見られ、また、それが実現している様子もうかがわれる。予算配分に関して

も、特定の有力なバランガイでは支援が得られやすく、それ以外のバランガイでは支援を受けるこ

とが難しいといった状況が散見される。したがって、住民の維持管理に関する啓発活動や、各種プ

ロジェクトとの調和を図ることも重要である。 

 

３－５－５ 水供給計画策定に係る組織（DIDP、州）の現状   

水供給計画策定に関して、組織的な取り組みはなされていない。基礎となる資料としては、ほと

んどの州でJICAが支援して作成された調査報告書13を参照するほどであり、各バランガイの水状況

を把握するのに必要なデータを収集していない。現状では、報告書にあるように、ムニシパル間で

の優先順位と適切な水源を組み合わせて、可能な限り効率的な事業実施をめざすことが現実的であ

ろう。 

一方、この地域の給水状況はかなり改善されてきており、各バランガイでの状況を把握せずに事

業を実施することは、効果と効率の点で問題となると思われる。既に現状では、生活に必要な最少

のインフラとして給水施設の数を増やすことが課題ではなく、現状の給水サービスを向上させるこ

とにあると考える。レベル1の給水施設は住民にとって満足なものではなく、レベル2として建設さ

れた給水施設は住民によるレベル3への改修が一般化している。このような状況に対応するには、

住民を顧客と考え、顧客満足度を向上させるといった、行政サービスの質的向上をめざす段階にあ

る。このためには、外部組織が作成した計画ではなく、それぞれの状況に応じた、自分で考えた計

画をもっている必要がある。 

現状を改善するためには、バランガイ単位でのデータ収集が必要であり、そのようなデータを使

って水供給計画を策定できるような能力をもった地方自治体職員を養成する必要がある。 

 

３－６ 過去・現在に同地域で行われている同様分野関連事業 

地方給水に関連して、影響の大きな活動は以下のようなものが確認された。 

 

＜国会議員に割り当てられた公共事業費＞ 

 ポーク・バレル資金と呼ばれ、アメリカ植民地時代から続くフィリピン国特有のシステムで、この

資金は国会議員ごとに配分される。この資金の執行に、地方政府は全く関与しないが、一方で、一般

住民にとっては、政府が実施する行政サービスのひとつであり、地方政府が実施する行政サービスと

区別されてはいない。 

 

                                                  
13 “The Study on the Provincial Water Supply, Sewerage and Sanitation Sector Plan in the Republic of the Philippine” 

- 29 -



 

 給水事業の場合、国会議員の指示に基づき、公共事業道路省（DPWH）の地方事務所によって実施さ

れるのが通常である。既に「表－３ 州・市事業予算まとめ」で示したように、下院プロジェクト（Lower 

House Project）として国会議員1人当たり2,000万ペソの配分予算から実施されるものとVIILP

（Various Infrastructure Including Local Program）と呼ばれる国会議員発案のプログラムで実施

されているものがある。これらの予算によって配分される給水事業は、州・市が配分する予算と比べ

ても決して小さなものでなく、その影響力の大きさがうかがわれる。地方において公共事業を実施す

る場合、地方自治体の予算と国会議員による予算が並立しており、地方自治体が独自の開発事業を進

めるための妨げとなっている。 

 

＜大統領優先給水事業（P3W：President’s Priority Program on Water）＞ 

 フィリピン全国を対象に、より多くの世帯が安全な水を利用できるようにすることを目的とする事

業である。全国の432ムニシパルが、安全な水を利用できる住民が50％以下であると特定されており、

そのうち、185ムニシパルがミンダナオ島に存在している。さらに、ダバオ地域に関しては、286バラ

ンガイが該当する地域として特定されている。 

 大統領直轄の事業であり、貧困削減委員会（National Anti-Poverty Commission）が事業調整を担

当し、実際の建設は公共事業道路省（DOWH）が実施している。 

 2005年は、ダバオ・デル・ノルテ州、ダバオ・オリエンタル州、ダバオ市で実施されている。 

 

＜USPL416＞ 

国際機関による支援のうち、給水事業に関して影響の大きい事業の1つであり、United States 

Public Law 480 Section 416 （B） Grant Fund Programmeによるもので、米国国際開発庁（USAID）

が実施、フィリピン財務省が受け入れ母体となり、ミンダナオ開発基金事務所（Mindanao Development 

Fund Office）が管理機関となっている。 

 ダバオ地域ではダバオ・オリエンタル州のみが対象となっており、約730万ペソの支援が供与され、

25の浅井戸、31の深井戸、1湧水開発の資金として活用されている。この事業の実施はダバオ・オリ

エンタル州のエンジニアリング事務所がおこなっている。 

  

 なお、地方自治体能力強化に関連する活動として、以下の活動がプロジェクト対象地域で実際に運

用されている。 

 

＜地方自治体パフォーマンス管理システム（Local Governance Performance Management System：   

LGPMS）＞ 

 1991年よりカナダ政府（CIDA）の支援によって始められた地方自治体支援プログラム（Local 

Government Support Program）の成果に基づき、ウェブ・ベースで地方自治体が行政能力を自己診断

するツールをCIDAの協力で開発し、ADBなどの協力により、内務省地方自治体監督局（BLGS, DILG）

が運営している。州、市、ムニシパルによって、あらかじめ決められた項目をインターネットに接続

されたコンピューターをとおして入力することで、各自治体の様々な行政サービスの実施状況が他の

地方自治体と比較可能になるというものである14。2004年に開始し、ほぼ全国の地方自治体をカバー

しているとのことである。第2回目に当たる2006年に関しては、調査時点では、入力項目や入力され

                                                  
14 ただし比較可能なのは全国、地域別、州別に集計されたデータであり、同じレベルの地方自治体間で直接比較することはできな

い。 
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たデータに基づく実施状況の計算方法を改訂中ということで、地方自治体は中央よりの連絡を待って

いる状態であった。 

 まだ試行段階であるが、このように全国をカバーするデータがウェブ上で閲覧可能であることは、

地方自治体の能力向上を促す有力なツールであるとともに、将来的にデータが集積されれば、地方自

治体の能力を知るための有力なデータベースになる可能性がある。 
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第４章 対象開発課題と現状 

 

４－１ 対象開発課題の枠組み 

 本プロジェクトに関係する主要組織は、ダバオ地域（リージョン11）を構成する4州5市15の地方自

治体と、それら自治体によって構成されるダバオ地域総合開発プログラム（DIDP）のプロジェクト管

理事務所（DIDP-PMO）である。 

 フィリピンでは、1991年の地方自治法により、主に中央政府によって担われていた基本的業務が地

方自治体へ移管された。具体的には、保健、農業、環境天然資源、公共事業、社会福祉サービスなど

である。これらの基本業務を最も包括的に実施する責任は、州と市にあり、特に、今回のプロジェク

トで具体的な事例として取り上げる小規模給水事業はこれら地方自治体が主要な責務を担っている。

州・市の給水事業に関係の深い組織は、開発計画事務所（Planning and Development Office）とエ

ンジニアリング事務所（Engineering Office）であり、地方自治体によっては福祉開発事務所（Welfare 

and Development Office）、保健事務所（Health Office）なども関係する場合がある。 

 DIDPは、地方自治法に法的根拠をもつ地方自治体連合である。この組織の目的は、ダバオ地域の地

方自治体が実施する様々な開発事業の統合と、この地域で利用可能な自然と行政的、財政的、人的資

源を結合させることで、効率的な開発事業を実施することにある。DIDP自体は地方自治体連合であり、

実際の活動を担っているのは事務局であるDIDP-PMOである。このDIDP-PMOは、中央政府や他国援助機

関の支援によってダバオ地域で実施される事業の計画立案、関係地方自治体のための調整業務、直接

の事業運営などを担っている。また、地域の情報センターとして、GISに基づいた情報収集・整理を

手がけており、地方自治体に対して情報提供サービスを行っている。この組織の職員は、自治体から

拠出された資金によって雇用される職員と地方自治体からの出向職員で構成され、14名が常勤として

働いている（2006年9月調査時）。 

  

４－２ 現状と課題の分析 

 事前調査の初めに、ローカルコンサルタントによる小規模給水施設の現状調査と並行して、地方自

治体関係者から小規模給水事業にかかわる課題などの聞き取りを行った。次いで、調査団によって小

規模給水事業にかかわる課題とその原因を取りまとめ、地方自治体の給水事業関係者を集めたワーク

ショップで報告した。そのうえで、調査団によって特定された課題とその原因が関係者の認識と一致

しているかを確認し、それらの課題と原因に対して、想定されるプロジェクトで実施可能な活動を議

論した。議論の結果は以下のとおりである。 

 

（１）給水施設の水質検査に関する課題 

給水施設を建設する目的は、住民の利便性向上と安全な水の供給であるが、現実には、多くの

自治体で建設された施設の水質検査がほとんど実施されていないという課題が指摘されている。

リージョン11保健局によれば、安全な水とは、バクテリア検査と化学物質検査によって問題がな

いことを確認できた場合とのことである。公式に水質を確認するためには、地域の保健局によっ

                                                  
15 ４州5市とはコンポステラ・バリ州、ダバオ・オリエンタル州、ダバオ・デル・ノルテ州、ダバオ・デル・スル州、ダバオ市、デ

ィゴス市、タグム市、パナボ市、アイランド・ガーデン・シティー・サマル市である。 
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て認定された試験所で水質検査を実施する必要がある。このような状況で、上記のような問題に

は以下のような原因があると考えられる。 

   フィリピンではバクテリアの簡易な検査方法が確立しており、地方自治体の保健事務所に

は検査を実施するための基本的な知識をもつ職員が存在する。しかし、多くの事務所は検査

試薬（PHC Bottle）16を備えていない。 

   プロジェクト対象地域では、化学物質検査可能な施設がダバオ市にしかなく、サンプルの

運搬費なども含めて考えると検査の経費が非常に高い。また水の採取から検査所に運ぶ時間

がかかりすぎるという制約から17、現実には検査を実施していない州・市が存在する。 

これらの問題について、バクテリア検査に関しては、試薬を購入できれば解決することであり、

技術的な問題は存在しないことが確認された。一方、化学物質検査に関しては、地方にも検査所

を設立する必要があり、施設や人材の問題を考えると、今回のプロジェクトで解決することは困

難であることが確認された。 

 

（２）小規模給水施設の維持管理の課題 

小規模給水施設が地方自治体によって建設されたあとは、受益者による維持管理を原則として

いる。小規模給水施設を建設する場合には、維持管理の責任を負える組織が存在することが原則

ともなっている。一方で、小規模給水施設が適切に維持管理されないため、給水施設として使用

できなくなることがあり、施設が故障した場合、地方自治体にしばしば支援を求めてくるという、

維持管理の課題が確認された。この問題については、以下のような原因があると考えられる。 

 施設建設以前に、受益者による維持管理組織の形成が適切に行われていない。 

 多くの地方自治体は、受益者による維持管理組織の必要性は認識しているが、実際に維持

管理組織の形成を支援し、維持管理に必要な研修を行うといった活動はあまり行われていな

い。 

このような問題に関して、プロジェクトのなかで、住民組織化や小規模給水施設の維持管理に

必要な技術や知識を学ぶための研修を実施することを合意した。この研修を実施するため、まず

各州・市で研修講師を育成する研修を行い、次いで、それらの研修受講者が実際に現場で住民支

援を担当する職員に対して研修を実施することが確認された。 

 

（３）小規模給水施設の適切なレベル選定に関する課題 

自治体による小規模給水施設建設について、現状ではレベル1やレベル2の施設建設がほとんど

である18。しかしながら、このようなレベルの給水施設は住民の要望に合致しておらず、特にレ

ベル2の給水施設の場合、住民によるレベル3への改修が一般化している。住民による独自改修が

行われた結果、無理な施設使用で水中ポンプが故障したり、全体の給水能力が不十分なため時間

による給水制限が必要とされるなどの問題が生じている。このような現状には、以下のような原

因があると考えられる。 

                                                  
16 ダバオ市のリージョン11保健局によれば、1回分の費用は20～30ペソ(48～72円、1ペソ=2.4円換算)ということである。 

17 ダバオ市にあるリージョン11保健局の検査所によれば、水の採取から6時間以内に検査所に持ち込む必要がある。検査費用はバク

テリア検査と化学物質検査で600ペソ（1,440円、1ペソ=2.4円換算）である。 
18 レベル1とは１つの水源で、１か所の給水施設を建設するもので、１か所の共同水栓かハンドポンプを設置する場合がほとんどで

ある。レベル2の場合、1つの水源に対して、複数の共同水栓を設置する給水施設を意味する。厳密な定義ではないが、一般に、

レベル3とは各戸に配水管が接続されている給水施設を指すと、関係者間では理解されている。 
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 適切なレベル3の給水施設建設のためには、十分に揚水可能な井戸の掘削、高い能力の水

中ポンプ設置、大容量の揚水タンク建設などが必要であり、施設全体の費用がかさむため、

現在の地方自治体の予算では実施されていない。 

この問題については、設計能力などの技術的な問題からレベル3の施設建設ができないのでは

ないこと、また住民のニーズに合っていないことも地方自治体関係者は認識している。現状では、

予算の制約が原因の問題であるため、技術協力を目的とする本プロジェクトの活動で解決するこ

とは難しいことが合意された。 

 

（４）地下水開発に関する課題 

現状では、給水施設建設のために井戸を掘削する場合、事前調査はほとんど実施されず、掘削

する人間の経験を頼りに地下水開発が行われている。地下水の状態を事前に探知する技術が必要

であるという課題が確認された。このような状況が存在する背景としては以下の要因が考えられ

る。 

 過去に掘削した井戸のデータが地方自治体に存在するにもかかわらず、それらのデータが

利用可能な形に整理されていない。 

 データに基づいて、地下水を開発するための知識や技術をもつ職員がいない。 

 電気探査などの機器を使った調査を実施するための知識や技術をもった職員がいない。 

このような問題への対応として、まず、既存の井戸掘削時に得られたデータ収集・整理を進め

て、それらのデータに基づく水理地質図の作成をする。次いで、電気探査と検層に関する技術指

導を実施することが確認された。ただし、調査団からの提案として、このような技術協力を実施

するには、フィリピン側に最低1人の水理地質系技術者と各州・市からプロジェクトに専従でき

る土木技師がいなければ技術移転ができないことを説明し、各州・市より候補者の選定を進める

ことが合意された。 

 

（５）事業実施のための計画立案に関する課題 

地方で小規模給水事業を計画立案する場合、地方自治体による事業と地方自治体以外が実施す

る給水事業19との調整がほとんどなく、下部の自治体であるムニシパルやバランガイから提案さ

れた事業に関して、具体的な村落レベルのデータもなく事業選定が行われていることが、調査を

通して明らかになった。このような状況は、事業を効率的、効果的に進めるための障害となって

いると考えられたため、調査団から地方自治体の関係者に現状の給水事業を改善する必要性を問

いかけた。しかしながら、参加者から調査団の問題意識と一致する意見は得られなかった。既に

上述したように、「小規模給水施設の維持管理の課題」や「地下水開発の課題」が小規模給水事

業を実施するうえでの主要な課題であり、事業実施のための計画立案などは、関係者にとってそ

れほど重要視されていないのが現状であり、上記の課題を解決するための活動は議論されなかっ

た。 

 

 

 

                                                  
19 全国レベルで実施されている小規模給水事業としては、国会議員のもっている開発予算で実施される事業、大統領が主導する給

水事業（President Priority Project on Water）などがあり、地方自治体が実施する給水事業と並行して実施されている。 
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（６）プロジェクトの目標設定 

ワークショップの最後に、プロジェクト目標に関して意見を交換した。調査団から2つの目標

例を示し、どちらがより適切な目標設定なのか参加者の意見を求めた。調査団が示した2例は以

下のものである。 

 地方自治体が給水サービス供給を効率的に実施できるようになる 

 地方自治体の給水サービス供給能力が向上する 

どちらにも支持の意見があったが、大勢としては「供給能力が向上する」という目標設定がよ

り適切であるというものであった。 
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第５章 プロジェクト戦略 

 

５－１ プロジェクト戦略の概要 

 ダバオ地域での現地調査や関係者との協議結果を踏まえて、プロジェクトの戦略を以下のとおり策

定した。 

 

＜戦略１ 現場の課題に直接対応する協力＞ 

 事前調査によって、ダバオ地域の地方自治体が小規模給水事業に関して抱える課題は、地下水開発

と維持管理のための住民組織支援であることが確認された。この２つの課題について、想定される協

力はそれら活動にかかわる州・市職員の能力向上をめざす人材育成とする。 

 地下水開発の人材育成に関して、このような知識や技術を移転するためには、対象となる人材があ

る程度基本的な知識をもっていることが前提となる。このため水理地質の専門性をもった人材が最も

適切な対象となるが、そのような人材はフィリピンでは稀少であることから、土木技師の資格をもつ

ことを最低条件とし、プロジェクト３年間で技術者として十分な人材が育成されることをめざす。 

 小規模給水施設にかかわる住民組織を支援する職員を育成するには、プロジェクトが全職員に対し

て直接研修することは効率的でなく、継続的な事業実施の点からも適切でないため、2段階での研修

を実施する。初めに、州・市の給水事業実施に責任のあるコアグループに対して、上記のような人材

育成を実施するために研修講師の育成研修をプロジェクトが直接実施し、育成された研修講師によっ

てムニシパルやバランガイの現場職員に対して研修を実施することとし、それらの活動をプロジェク

トが支援する。 

 

＜戦略２ 課題解決に向けた組織的対応への支援＞ 

 現場レベルでの小規模給水事業に関する課題は明確であるが、各課題に対応する人材育成だけでは、

それらの課題を解決するのに十分でない。各課題が解決されるためには、育成された人材の知識や技

能が、実際に現場で活用されるよう、組織的に受容され制度化される必要がある。プロジェクト終了

時には、小規模給水施設のための地下水開発にかかわる実施手順や、施設の維持管理を担う住民組織

に対する支援の実施手順が定められ、各州・市の正式な実施手順として関係者間で公的な認知を得て

いることが期待される。さらに、現状の課題でも指摘したように、水質確保のための水質検査の実施、

各州・市では様々な組織が実施する小規模給水事業の調整、小規模給水施設の維持管理に関する住民

組織と州・市の責任範囲の明確化など、今後改善が必要な課題に関しても、可能であれば改善された

実施手順に取り込み、ガイドライン作成という具体的なプロセスをとおして、関係者間での合意形成

を促進する。このガイドラインが最終的に各州・市の公式な指針となり、現場で実行されることによ

って、様々な課題の解決が可能になることが期待される。 

 

＜戦略３ 現地リソースの活用＞ 

 事業実施にあたっては、現地で活用可能なリソースを最大限に生かすような体制を構築する。地下

水開発に関する人材育成では、フィリピン側の水理地質系技術者を配置し、核となる人材の育成を先

行させ、育成に時間がかかると想定される土木技師に対して日本人専門家なしでも十分な現場指導が

可能な体制を整える。一方、住民組織が小規模給水施設の維持管理を適切に実施できるように支援す
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る職員の育成については、ローカルNGOsなど現場での経験を有する組織に任せ、研修後の現場指導も

ローカルコンサルタントなどを活用する20。 

 プロジェクトは、事業の進捗管理と各段階での成果をモニタリングすることを通じ、上記のような

実施体制のもと、十分な成果が生まれることを確保する。 

 

＜戦略４ 試験事業の有効な活用＞ 

 試験事業は、プロジェクトで育成する人材が、習得した知識や技能を実際の現場で習熟させること

を主要な目的として実施されるものである。その目的を達成するという観点から、実施サイトや投入

量についてはプロジェクト開始後、十分な検討を経て決定する。一方、試験事業は習得された知識や

技術の有用性を関係者に示し、それらの必要性に対する理解を促進するうえでも有効なツールである

ことから、試験事業によって小規模給水施設が建設されるという結果だけではなく、試験事業の実施

過程に各州・市関係者の関心が向くように配慮する。 

 

５－２ 事業実施体制 

５－２－１ 事業実施機関 

  本プロジェクトはDIDP-PMOとDIDPを構成する4州5市を実施機関とする。各実施機関の役割分担は

以下のようになる。 

 

プロジェクト実施機関 主要な役割 

DIDI-PMO -プロジェクト全体の進捗管理とモニタリング 

-州・市のカウンターパートに対する人材育成事業 

-州・市で実施される事業への支援・調整 

DIDPを構成する4州5市 -各州・市で実施する事業の進捗管理とモニタリング 

-給水施設維持管理にかかわる住民組織支援のための現場職員研修実施 

-給水事業実施手順の改善とガイドライン策定 

-試験事業実施 

 

なお、各州・市での事業実施にあたり、JICA専門家、DIDP-PMOのカウンターパート、各州・市で任

命された担当者による州・市管理ユニット（Provincial/City Management Units）を設立する。 

 

５－２－２ 関係機関 

  プロジェクトに関係する機関としては下記のような各省庁の地方組織があり、これら組織との連

携を図るために、合同調整委員会（Joint Coordination Committee）を設立する。この委員会は、

関係機関とDIDPを構成する4州5市の知事・市長、DIDP理事会議長（Chair of DIDP Board）によっ

て構成され、年に1回以上の会合をもつことが合意されている。主要な活動は、プロジェクト活動

の承認、プロジェクトのモニタリング、その他プロジェクトにかかわる問題を議論し助言などを与

えることである。 

 

                                                  
20 

現時点では、プロジェクト対象地域であるダバオ地域に、長期専門家が赴任することや、村落部の現場で日本人専門家が活動することは

治安上の問題で難しいことからも、現地リソースを中心とした実施を念頭に置く必要がある。 
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  関係機関とそれぞれの役割は以下のとおりである。 

関係機関  主要な役割 

内務省リージョン11事務所（DILG XI） ダバオ地域（リージョン11）内の地方自治体に対

して指導、助言などをとおして、それらの活動を

支援している。 

国家経済開発庁リージョン11事務所

（NEDA11） 

ダバオ地域の開発事業をモニタリングし、地域と

国の間で開発にかかわる事業の調整を担当して

いる。 

公共事業道路省リージョン11事務所

（DPWH11） 

ダバオ地域でのインフラ建設を担当している。現

在でも、国会議員のもつ開発予算などにより、給

水にかかわる事業も州・市で実施している。 

保健省リージョン11事務所（DOH11） ダバオ地域での保健にかかわる活動に関して指

導、助言をしている。給水施設の水質にかかわる

問題はこの組織の担当である。 
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第６章 プロジェクト基本計画 

 

事前評価調査ではプロジェクトを効果的に運営管理するための手段として、プロジェクト・デザイ

ン・マトリックス（Project Design Matrix: PDM）と活動計画（Plan of Operation: PO）を作成し

た（付属資料1.事前調査ミニッツのANNEX I及びANNEX IIを参照）。以下、PDMの内容を概説する。 

 

６－１ プロジェクトの基本情報 

プロジェクト名：フィリピン共和国ミンダナオ・ダバオ地域地方行政・地域社会強化プロジェクト

協力期間：2007年4月～2010年3月（3年間） 

対象地域：ダバオ地域（リージョン11） 

 

６－２ 上位目標 

ダバオ地域地方自治体の基本的な行政サービスの供給能力が向上する。 

指標:ダバオ地域の地域開発評議会（RDC）を構成する委員が、地方自治体の基本的な行政サービス

を提供する能力が向上したことを認める。 

 

プロジェクト終了後、3～5年後に発現することが期待される長期的な効果を上位目標と位置づける。

これは、プロジェクト目標の達成が、直接、上位目標の実現につながることを前提とするのではない

が、プロジェクト目標の達成が上位目標の実現に十分な影響を与えることが期待されるためである。

この上位目標に関しては、定量的に把握可能なほどに効果が発現することは難しいと考えられるため、

ダバオ地域の開発にかかわる事業を最もよく知っていると考えられる地域開発評議会を構成する委

員の意見という定性的な指標を用いる。 

 

６－３ プロジェクト目標 

ダバオ地域地方自治体の給水サービス供給能力が向上する。 

指標1 プロジェクトの実施機関である9地方自治体が、改善された事業実施手順のためのガイ

ドラインを標準化することが確認される。 

  

 プロジェクトの活動は給水事業に関する能力向上に的を絞ったものであり、当然、プロジェクト目

標も給水事業にかかわるサービスに関するものとなる。プロジェクト目標を設定するうえで検討が必

要だったのは、「地方自治体の給水サービス供給能力が向上する」のか、向上した結果として、「地方

自治体が給水サービス供給を効率的に実施できるようになる」のか、どちらがより適切な目標である

かという点だった。ワークショップの議論によれば、自治体の「供給能力が向上する」という目標設

定がより好ましいという意見が大勢であった。 

 すなわち、目標設定の難易度から考えれば、以下のような順番となる。 

 

1.地方自治体が給水サービス供給を効率的に実施できるようになる 

2.地方自治体の給水サービス供給能力が向上する 
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3.地方自治体職員の給水サービス供給にかかわる能力が向上する 

 

上記の順番は、下位のものが達成されることで、上位の目標達成に貢献する関係になっている。3

は他の活動と組み合わさって2を実現する。2も他の活動と組み合わさって1が実現すると考えられる。

ワークショップの結果からは、自治体職員の給水サービス供給にかかわる能力を向上させることに焦

点を当てた活動が中心となっており、3は活動成果の１つである。このため、3を実現する活動に制度

面での支援を加えることで、「2.地方自治体の給水サービス供給能力が向上する」ことは可能である

と考え、これをプロジェクト目標に選択した。なお、給水サービス供給が効率的に実施されるために

は、2の実現に加えて、地方自治体以外の中央省庁などが実施している給水事業を巻き込む必要があ

ると考えられるため、3年間のプロジェクト実施期間で達成することは難しいと判断した。 

 プロジェクト成果の指標として、給水サービス提供能力の向上を図ることが最も適切な指標である

が、向上した能力を客観的に計測することは困難であるので、プロジェクトで得られた成果が各州・

市で確実に受容されている状況をもってプロジェクト成果の達成を測る。したがってプロジェクトの

実施機関である9地方自治体により、改善された事業実施手順のためのガイドラインが標準化される

ことを成果測定指標とし、プロジェクト終了時に各自治体のガイドラインの有無を確認することとす

る。 

 

６－４ 活動成果 

（１）活動成果1 

成果1 域内の小規模水供給事業についての現状が分析される。 

指標1 収集データ･分析結果につきDIDP-PMOデータベースを構築し、関係者間で確認

する。 

活動: 

1-1 DIDP-PMO・州・市の水供給事業に関する組織評価、技術評価を実施する。 

1-2 域内の水理地質、水供給施設、維持運営体制の現状調査・分析を実施する。 

1-3 地下水開発、水供給事業実施体制、施設運営体制につき問題点を指摘し、改善ガイ

ドライン（案）を作成する。 

1-4 収集データ、分析結果をDIDP-PMOデータベースに整理する。 

 

上記の活動は、事前評価調査時のワークショップでは成果2以降の活動の第1段階に想定されて

いたが、調査後のJICA事務所内実施方針検討会で、十分な技術評価・組織評価の段階を踏むこと

が必要であると協議された結果、時間的にやや長めに設定し、成果2以降の基礎データ収集・分

析の段階で実施されるものとなっている。調査の対象について、州・市が実施している給水事業

に限定するのか、中央政府省庁などが実施している給水事業も含めるのかは、プロジェクト開始

後の検討項目とする。この調査では、可能な限り各州・市の関係者を巻き込み、給水事業の現状

に関して共通の理解をもつことが重要である。  

活動1-1は、プロジェクトの実施機関のこれまでの活動状況、小規模水供給のために各地方自

治体で組織されているタスクフォース、関連機関等の技術面、組織的な評価を行うための情報収

集・分析を行う。活動1-2は、プロジェクト対象の州・市で、過去の井戸掘削時に得られた情報

を収集する活動である。本調査のなかで、州・市には過去の井戸掘削時に得られた情報が未整理

のまま存在していることが確認されている。このようなデータを収集し、活動1-2で整理するこ
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とにより、今後、この地域での地下水開発を進めるために必要な基礎データが整備されるととも

に、のちの研修で使用する資料が作成されることになる。活動1-3では、上記の調査で明確化さ

れた問題のうち、具体的に各州・市で対応可能な問題を特定し、改善するための実施手順（案）

を作成・合意する。この過程においては、関係者の合意形成を最優先し、プロジェクトの活動と

してのみ実施するのではなく、各州・市が給水事業を実施する場合の新たな実施手順とすること

を原則とする。当然、各州・市の人的、予算的に可能な活動であることが前提となる。プロジェ

クトによって育成された人材を活用した新たな実施手順を導入することが主体となると予想さ

れるが、その他、地方自治体のイニシアティブで解決可能な問題も含めることが望ましい。例え

ば、給水施設の水質を確認する方法として、現状でもバクテリア検査に関しては地方自治体が独

自に実施することは可能であると考えられるところ、一定の条件を設けて、水質検査をダバオ市

の試験所で実施することを義務づけるなど、改善の余地はあろう。活動1-4については、それま

での活動によって作成されたデータベースに、その後の井戸掘削時に得られる情報を加えてゆく

ことが必要であることから、州・市の関係者、特に、地下水開発にかかわるカウンターパートを

十分に巻き込んで実施することが肝要である。一方、コンピューターへのデータ入力や、井戸の

GPSによる位置測定など、時間はかかるが特に高度な技術を必要としない作業については、現地

補助員などを雇用することで、活動の進捗に支障がないよう計画する。 

  

（２）活動成果2 

成果2 地下水開発にかかわる人材が育成される。 

指標2 ダバオ地域の水理地質図を整理する。また、最低9人の職員が計画された研修

を完了する。 

活動: 

2-1 分析結果を基に、関係者と訓練計画を確認する。 

2-2 DIDP-PMOの水理地質技術者に水理地質図作成研修を実施し、水理地質図を作成する。

2-3 DIDP-PMO、各地方自治体技術者に対して、電気探査及び検層に関する研修を実施す

る。 

2-4 試験事業を通して実地研修（OJT）を実施する。 

 

上記の活動は、第4章で説明したワークショップのなかで特定された課題のうち、地下水開発

に関する課題を解決するための活動である。 

活動2-1は、成果1の活動で収集･分析された情報を基に、訓練内容、対象の確認を行う。活動

2-2 は、水理地質図作成の研修を実施し、既存データを基に各州・市で水理地質図を作成する。

水理地質図作成のための追加的な調査は予定しておらず、その後の井戸掘削によって得られたデ

ータを適宜追加することで、より精度の高いデータベースとなってゆくことを想定している。 

活動2-3では、機器を使った地下水探査に関する技術研修を実施する。研修は、機器を使った

調査と、既存データを組み合わせて分析する方法を主要な内容とする。この研修は、試験事業の

一部として実施することを想定するが、現場の全体活動スケジュールに応じて具体的な実施方法

を決定する。 

活動2-4では、上記の活動で得られた知識や技能を、現場作業のなかで実地指導する。一義的

には試験事業の現場における指導が想定されるが、各州・市が実施する独自事業との連携も選択

肢である。フィリピン側は水理地質系技術者をカウンターパートとして最低1人は配置すること
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を合意しており、現場での実地指導は水理地質系技術者であるカウンターパートが担い、その実

施状況をプロジェクトの水理地質専門家が監督する。 

指標に関しては、上記のような活動を修了することで、実務に耐え得る地下水開発の専門家を

育成できると想定しているので、人数だけを指標にしている。しかし、プロジェクト終了時に達

成すべき知識や技能のレベルを明らかにし、それを客観的に測定する方法があれば、質的な指標

として加えることが望ましい。 

なお、州・市はこの活動に従事するカウンターパートに関して複数の職員を配置することを希

望しており、現実に受け入れ可能な人数に関しては配属されたプロジェクト専門家が別途検討す

る。しかし、プロジェクト終了時には、各州・市に実務を担える専門家が育成されていることが

必要であり、最低でも各自治体1人の参加を確保することが前提条件である。 

 

（３）活動成果3 

成果3 小規模給水施設を維持管理する住民組織を、指導・支援できる人材が育成され

る。 

指標1 

 

研修講師のための研修を修了した人数、及び現場職員の研修を修了した人数。

活動: 

3-1 小規模給水施設を維持管理する住民組織の指導・支援に必要な研修内容を調査･分析

する。 

3-2 上級自治体（州、市）のなかの、現場職員への研修講師となる組織･人員への研修を

実施する。 

3-3 訓練された研修講師による現場職員のための研修を実施する。 

3-4 試験事業を通じて実地研修（OJT）を実施する。 

 

   成果3に関する活動は、小規模給水施設の維持管理の課題を解決するための活動である。 

活動3-1によって、小規模給水施設を維持管理する住民組織を指導・支援するために必要な人

材育成の研修内容を確定し、そのような研修を各州・市で実施する研修講師の養成研修が可能な

組織を特定する。一般的には、参加型開発、ファシリテーション、リーダー養成、維持管理に付

随する会計・施設の維持管理技術などの知識が必要であると考えられるが、フィリピンではこの

ような活動はNGOsなどによって広く実施されており、研修プログラムを探すことは難しくない。

研修についてはNGOsなどに一括して委任することも可能であるが、地方公務員を対象として、地

方自治体の事業実施方法を理解したうえで、研修内容を研修講師養成研修として組み立てるよう、

研修実施機関に理解させる必要がある。特に、通常のNGOsの職員を対象とする研修とは、研修実

施方法が異なる点に注意を払う必要がある。 

活動3-2は、各州・市で、給水事業にかかわる現場職員を対象とした指導・支援を担当する組

織の中心的な職員に対して、研修講師養成研修を実施する。既に、研修内容、研修実施機関が確

定しており、DIDP-PMOに研修の運営管理を任せることは可能であろう。 

 活動3-3では、上記の活動で研修講師養成研修を受講した職員によって、各市・州の現場職員

に対する研修を実施する。研修の実施主体は各州・市とし、DIDP-PMOとプロジェクトは必要な支

援を行う。 
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 活動3-4では、試験事業をとおして、実際に住民組織に対して小規模給水施設を維持管理する

よう指導・支援を行う。実施主体は現場職員であるが、プロジェクト期間中は、研修の講師とな

った職員も現場に立ち合い、それぞれの実務的な能力向上の機会にする。この活動については、

類似の活動経験を十分に有するローカルコンサルタントを雇用し、実務指導及び活動状況をモニ

タリングする。 

 これらの研修プログラムについては、その内容が高度に専門的・技術的なものでなく、一方で

十分な数の人材が確保されることが重要であるため、成果指標は研修受講者数とする。現在の指

標には具体的な研修受講者の数は入っていないが、プロジェクト開始後、各州・市で必要な人数

を確定し、その合計を指標とする。 

 

（４）活動成果4 

成果4 改善された給水サービス供給の実施手順が組織的に制度化される。 

指標1 プロジェクト内で改善された業務手順書を標準化した地方自治体の数。 

活動: 

4-1 ダバオ地域の政策決定者に対して、自治体間協力による基礎サービスの拡充に関す

るセミナー、訓練を実施し、効果的な事業実施プロセスについて関係者間で議論す

る。 

4-2 ガイドライン（案）の検証として試験事業を実施する。 

4-3 各研修、試験事業をとおして、より効率的に改善された業務手順書を標準化する。

 

 活動成果4は、育成された人材が、実際の現場でそれらを活用できる環境をつくりだすために

加えられたものである。上述の課題の解決のためには、人材育成のみならず、習得された知識や

技術が、実際の現場で活用されるよう、組織的な制度化が必要である。この活動成果は、プロジ

ェクト目標を、「地方自治体職員の給水サービス供給にかかわる能力が向上する」ではなく、も

う一段階高い「地方自治体の給水サービス供給能力が向上する」を選定したことにも対応してい

る。 

 この活動は最終的なプロジェクト目標を測る指標である、「プロジェクト内で改善された業務

手順書を標準化した地方自治体の数」につながるものでもあり、そのためには、各州・市の長で

ある州知事や市長に活動が十分理解され、支持を得る必要がある。活動4-1は、各自治体での政

策決定者や、現実的に技術支援する立場にある中央省庁地方事務所等に定期的にプロジェクトの

進捗、教訓、成果を共有し意見交換の場を設けることである。合同調整委員会（JCC）のメンバ

ーや、DIDP理事会のメンバーと重複している部分もあるので、効率的にそのような機会を活用す

る。また、理解促進のためには、日本などでの先進事例を直接視察する機会を提供することも検

討に値しよう。 

 活動4-2で、上記の活動のなかで合意された実施手順（案）及び訓練された技術を活用する試

験事業を実施する。そのなかには各訓練のOJTも含まれている。実施のモニタリングや、関係者

との協議を重ね、教訓等を抽出する。そのなかで、試験的に改善された実施手順をまとめた書類

を作成する。この段階では、最終的に各州・市で実際に取り入れられるよう実施の段階でも関係

者の関与・参画を確保することが最も重要である。活動4-3では、それまでのモニタリングや試

験的な実施手順の結果に基づいて、最終的なガイドラインを作成する。この際、関係者間で十分
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に理解を共有したうえで最終的なガイドラインを作成することが重要であり、実際に試験的な実

施手順を実行しなかった州・市の関係者に対しては、他の実行した州・市の経験を共有する機会

を設けるなどの工夫も必要である。プロジェクト専門家にはファシリテーターとして、良かった

点や問題が残った点など、関係者自身による気づきを促すような姿勢が求められる。作成された

ガイドラインについては、セミナーなどを通じ、より広範な関係者と共有されるよう配慮する必

要もある。 

 最終的なこの活動の成果物はガイドラインの作成であるが、これらの活動が実際に各州・市に

与えた影響を定性的に測るため、プロジェクト期間中に改善された実施手順を実行した地方自治

体の数をもって指標とする。この数に関しては、3年間の活動期間で達成可能な数をプロジェク

ト開始後に関係者間で決定する。 

 

６－５ 投 入 

日本側とフィリピン側の投入について、現時点で合意された内容を以下に示す。 

 

６－５－１ 日本側の投入案 

専門家派遣 チーフアドバイザー／地方自治、研修／業務調整員、水理地質、村落

給水計画分野を必要な期間派遣する。その他、住民組織化、IT広報の

分野に関してはローカルコンサルタントを雇用する。 

機材・消耗品 

の供与 

地下水開発にかかわる調査機材、訓練用機材、調査用車両、分析結果

集積･解析用コンピューター等の機材を供与する。 

研修員受入れ 必要な現地研修の実施を支援する。 

現地業務費 プロジェクトの実施に必要な経費を負担する。 

 

６－５－２ フィリピン側の投入案 

カウンターパー

トの配置 

DIDP-PMOより3名（プログラム・オフィサー2名、水理地質系技術者1

名）、各州・市より各2名（開発計画局より1名、水理地質系技術者／

土木技師1名）をカウンターパートとして配置する。 

土地、建物、付

帯施設の提供 

DIDP-PMO内にプロジェクト事務所用の部屋を用意する。 

ローカルコスト

（プロジェクト

運営費）の負担 

プロジェクト事務所の光熱費や維持費、また、カウンターパートにか

かわる経費を負担する。 
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６－６ 外部条件とリスク分析 

外部条件 分 析 

成果達成のた

めの外部条件 

地下水開発にかか

わる研修に従事す

るカウンターパー

トがプロジェクト

期間中に交代しな

い。 

基礎的な知識の移転は集中的な研修で可能だが、実

務的な技術を習得するためには、プロジェクト期間

をとおして実地研修に従事する必要がある。この点

は、ワークショップ等でも関係地方自治体に伝え、

理解を得られている。ただし、様々な理由でカウン

ターパートが交代するリスクはあり、そのようなこ

とが発生した場合、DIDP-PMOが雇用することになっ

ている水理地質系技術者が、関係地方自治体を支援

することでリスクの軽減を見込んでいる。 

プロジェクト

目標達成のた

めの外部条件 

関係する地方自治

体のプロジェクト

への支持が継続す

る。 

現時点では特に高いリスクとはいえないが、2007

年には地方自治体首長選挙が予定されており、知

事・市長の交代があった場合、現時点と同様の支持

が得られるかはリスク要因である。 

上位目標達成

のための外部

条件 

DIDP-PMOをとおし、

ダバオ地域の協力

関係が継続する。 

事務局に蓄積された経験、データにより地方自治体

の多分野での事務に関しダバオ地域へ貢献が望ま

れている。 

波及効果達成

のための外部

条件 

特になし  

 

６－７ 前提条件 

前提条件 分 析 

プロジェク

ト活動を開

始する際に

必要な条件 

少なくとも、1

人の水理地質系

技術者がフィリ

ピン側カウンタ

ーパートに配属

される。 

既にDIDP-PMOはこの条件がプロジェクトを開始する前提

条件であることを理解しており、新規職員として水理地

質系技術者の雇用準備を始めている。リスク要因として、

フィリピンではこのような技術背景をもった人材が稀少

であることから、プロジェクト開始前に適切な人材を雇

用できない可能性がある。その場合、プロジェクトが適

切な人材をローカルコンサルタントとして雇用するなど

の対応を検討する必要がある。 
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第７章 実施体制とモニタリングと評価 

 

７－１ 実施体制 

本技プロは地方分権法及び政令によってDIDP域内LGUに与えられたマンデートの実施を支援するも

のである。DIDP事務局をとおしてプロジェクトの活動において密接に連携して進める体制をとる。 

 

７－２ 運営体制 

本プロジェクトの適切な管理を目的として、各LGUの首長及び地域の関係者で構成されるDIDP理事

会を活用し合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）を組織し、年に1回、又はその必

要あるときに開催する。また効果的なプロジェクトの実施・運営を目的として、JICAチーム、DIDP-PMO

及び各LGUの計画開発局局長で構成するプロジェクト管理ユニット（Project Management Unit:PMU）

を形成し日常的な運営に携わる。 

 

＜合同調整委員会：JCC＞ 

機能： 

 プロジェクトに係る年間活動計画の承認 

 モニタリング結果の評価 

 プロジェクトに係る諸問題の対応策の検討 

メンバー（18）： 

9自治体首長、DILG（内務省）-XI、DOH（保健省）-XI、DepEd（教育省）-XI、DENR（環境天然

資源省）-XI、DA（農業省）-XI、NEDA（国家経済開発庁）-XI、DSWD（社会福祉開発省）-XI、

DIDP-PMO（ダバオ地域総合開発プログラム・プロジェクト管理事務所）所長、JICAフィリピン

事務所、JICAチームリーダー 

 

＜プロジェクト管理ユニット：PMU＞  

機能： 

 年間活動計画の策定と管理 

 プロジェクト実施活動の進捗活動と円滑な進行 

 モニタリング結果の報告 

メンバー（17）： 

5DIDP－PMO、9自治体カウンターパート、JICAフィリピン事務所、JICAチームリーダー及びメ

ンバー 

 

７－３ モニタリング 

日本側専門家チームとフィリピン側カウンターパートチームが共同（PMUを活用）で、本プロジェ

クトのモニタリングを行う。その内容としては、プロジェクトが計画どおり実施されているか、「活

動」、「成果」及び「プロジェクト目標」を中心にその進捗状況、達成度を調べ、投入や外部条件の状

況を把握したうえで、必要に応じて「活動」などの計画内容の調整や修正を行う。また、モニタリン

グの結果は、プロジェクト内の関係者へ報告するとともに合同調整委員会（JCC）へ報告する。 
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７－４ 評 価 

日本側専門家チームとフィリピン側カウンターパートチーム共同（PMUを活用）で、JICA評価調査

団と協同で評価5項目の観点から中間時、終了時における評価調査を実施する。 
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第８章 事前評価結果 

 

事前評価として、以下に示す評価5項目（①妥当性、②有効性、③効率性、④インパクト、⑤自立

発展性）に沿って検証を実施した。妥当性以外の4項目については、現時点で想定される将来の見通

しである。このような事前評価の意義は、現時点で入手可能な情報をもとに、想定されるプロジェク

トを検証し、理論的な整合性を確認し、問題がある場合はプロジェクトを開始する以前に是正するこ

とが必要であると考えられるためである。 

 

評価5項目の視点とは： 

① 妥 当 性 ：プロジェクトがODAとして適格であるか、対象グループのニーズと合致しているのか、

援助国側の政策や日本の援助政策等との整合性はあるのかといった点を検討する。 

② 有 効 性 ：活動、成果、プロジェクト目標、上位目標までの間に基本的な目的・手段の論理的整

合性があるか、目標設定は適切であるのかなどを検討する。 

③ 効 率 性 ：アウトプットの達成に見合う活動・投入が計画されているかどうかを検討する。 

④インパクト：プロジェクト目標達成による、上位目標に与える影響、さらに派生する社会的、技術

的、経済的な影響、また、ネガティブな影響が生じることがないかなどを検証する。 

⑤自立発展性：プロジェクトが終了したあと、プロジェクトの効果が持続する見込みがあるかを検証

する。 

 

８－１ 妥当性 

本プロジェクトは以下の理由から妥当性が高いと判断できる。 

① ダバオ地域の地域開発計画では、ダバオ地域全体での共通の政策の方向性をもち、開発課題に

対処することをめざしており、ダバオ地域の地方自治体で構成されるDIDPを通して地域の共通の

問題やニーズに対処することはリージョン11の開発にとって非常に重要である。 

② フィリピンの中期開発計画2004-2010では、行政改革をこの期間の重要施策にあげており、政

府組織の強化、特に行政サービス向上はフィリピンの重要課題の１つであると認められる。また、

現アロヨ大統領が最重要課題とする「10ポイント・アジェンダ」では、貧困撲滅への具体的な戦

略として、地方自治体の水供給を中心とする基本的な行政サービスの向上をあげており、プロジ

ェクト対象地域であるミンダナオ島は、貧困問題が深刻であるといわれ、フィリピン政府の重点

開発地域となっている。 

③ 現在改訂中である対フィリピン国別援助計画では3つの柱の1つとして「ミンダナオ支援」が掲

げられており、プロジェクト対象地域を重点開発地域とすることが検討されている。また、JICA

のフィリピン国別事業実施計画においては、援助重点分野「行政能力の向上と制度づくり」にお

ける開発課題「地方分権の推進」に位置づけられる協力であり、我が国の援助計画との整合性は

高い。 
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８－２ 有効性 

本案件は以下の理由から有効性が認められる。 

① 実際の事業実施の権限と責任をもつ地方自治体を直接に活動の当事者とすること、また個々の

自治体の意見を取りまとめるため、既存のネットワークをもつ地方自治体クラスター事務局を活

用することが想定されており、自治体の給水サービス能力の向上というプロジェクト目標達成に

資するものと考えられる。 

② 州政府など、1つの層の政府職員に対する技術移転のみならず、研修事業や、試験事業をとお

して、町、村、住民の能力向上を同時に達成することで、地方行政のグッドプラクティスを提供

できる可能性が高い。 

③ 地域の地方自治体が小規模給水事業を実施するうえでの技術的な人的能力の２つのギャップ

を解消するため、現状が調査･分析され（成果1）、地下水開発にかかわる人材が育成される（成

果2）ことと小規模給水施設を維持管理する住民組織を、指導・支援できる人材が育成される（成

果3）ことの3つを活動成果とする。しかしながら、現状の人材ギャップを埋めるだけでは現状が

改善されることに必ずしもつながらないため、改善された給水サービス供給の実施手順が組織的

に制度化される（成果4）ことを第4の活動成果として加えており、これによってプロジェクト目

標全体の達成に資することが想定される。 

 

８－３ 効率性 

本案件は、以下の理由から効率的な実施が見込める。 

① 本プロジェクトはJICA開発調査「ダバオ地域総合開発計画マスタープラン」で調査事務局とな

ったDIDP-PMOを活用することにより円滑なプロジェクト実施を行い、現地に長年貢献している、

同事務局によって、地域の自治体及び地域開発評議会の調整にあたるため、効率的な事業の実施

が見込まれる。 

② DIDP-PMOはGISデータや地理情報を活用しての計画づくり支援を行っており、そのような既存

の技術や人材を基盤とした活動をプロジェクトのコンポーネントに入れて活用することは効率

的な研修事業が見込まれる。 

 

８－４ インパクト 

本案件のインパクトは以下のように予測できる。 

① 本プロジェクトは地方自治体の給水事業実施能力が向上することに焦点を当て、給水事業の実

施手順を改善することの有用性が各地方自治体で認識されることを想定している。その実施手順

を改善した経験をとおして、事業実施方法を改善するための組織的能力向上を図り、上位目標で

ある「地方自治体の基本的な行政サービスの供給能力が向上する」ことへのインパクトが見込ま

れる。 

② 住民組織を中心とした小規模給水施設が適切に運営されることにより、安定した水供給が可能

になり、保健衛生面でも正の影響が予想される。 

③ 住民を主体とする住民組織の能力が高まること、また、組織化のための地方自治体の協力体制

が構築されることにより、他の住民主体の事業へも正の影響が生じることが予想される。 
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８－５ 自立発展性 

本案件の自立発展性の見込みは、以下のように予測できる。 

① 地方自治体クラスター事務局という既存のシステムを活用し、各自治体が既に行っている事業

に対して、後押しとなるための技術支援を行うという活動のため、プロジェクト終了後もフィリ

ピン政府自らによる事業継続・自立発展性が期待される。 

② DIDP理事会は、ダバオ地域の政財界のトップ及び、リージョン11開発評議会のメンバーで構成

されており、プロジェクトの成果は、ダバオ地域の地域社会強化に直接連携することが予想され、

定期的な情報交換や制度化をとおして、域内での普及等が期待できる。 

③ DIDP-PMOは10年以上の間ダバオ地域の問題やニーズに関して、地方自治体間の意見をまとめて

きた経緯があり、本プロジェクトの実施に関してもフィリピン政府側の強いオーナーシップが確

保されている。 
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第９章 総 括 

 

９－１ 団長所感 

今回の調査を通じて面談したDIDP-PMO関係職員、DIDP理事をはじめとするメンバーLGUの首長及び

関係官並びに技術職員のいずれもが、本プロジェクトの立ち上げ、実施とその効果を期待･切望する

とともに、最大限の協力を惜しまないと表明するなど、フィリピン側の取り組み姿勢、実施意欲は極

めて高いものであった。 

特にDIDP-PMOについては本調査団に対し、十分かつ適切な準備や資料提供が行われたこと、Avisado

所長の指導力により、本調査団のためにメンバーLGU、関係政府･民間機関との面談会議が予定どおり

実施され、DIDP理事長自らもミニッツの署名を行ったことなどから、今後プロジェクトの実施にあた

っては適切な支援を得ることができると考える。また、DIDP-PMOに本プロジェクトの事務局を設置し、

各LGUからカウンターパートの設置も確約されたことなどから本プロジェクトが実施された場合には

スムーズなスタートを切ることができると思われる。 

また、こうしたフィリピン側の意欲を勘案すると、本プロジェクトは可能な限り早期に実現･実施

されることが望ましいと思われる。 

なお、2007年5月に予定されている、全国統一選挙によるプロジェクトへの影響であるが、メンバ

ーで交代する首長も存在すると思われるが、ダバオ地域の政治的安定及び、大統領アドバイザーであ

るDIDP理事長の影響力、及び本プロジェクトに関して、地方議会の議決を条件として開始をすること

としていることを考慮すれば、適切な現地関係者の意見調整を行い、投入内容と時期の調整をするこ

とにより、選挙前後の政治的変化による負の影響は極力避けられると思われる。 
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水理地質専門家 TOR（案） 

 
水理地質図の作成 
 現在 WDs サービスエリア範囲を除き、地方給水地域の水理地質図（平面図及び断面図）

は全く存在しない。 
今後、効果的な水源開発を行うためには、既存の資料を利用してデータベース化し、ま

たこれを図化して、水源開発計画が根拠のある効果的なものとして全体給水計画を策定す

る際の出発点となるようにする必要がある。 
 
１. 既存資料収集 

 （フィリピン全国：縮尺 250 万分の１）；jpg デジタルデータ(入手済み) 
 地質図（ミンダナオ全土：縮尺 25 万分の１）；jpg デジタルデータ(入手済み) 
 地質図：ダバオ地域内 縮尺 5 万分の１；現在発行されている入手可能なシート

は 13 葉のみ (入手済み) 
 地形図：10 万分の 1 全シート、（事業実施地域については 5 万分の１以上のスケー

ルのものを収集する） 
 州／市の保有する井戸及び湧水資料、地下水モニタリング資料 
 WDs サービスエリア水理地質図（平面図・断面図）：LWUA 及び WDs が保有す

る。 
(Mati)、(Nabunturan)、(Tagum・Panabo・IGaCoS・Carmen・Asuncion・BE Dujali、
New Corrella)、(Davao City)、(Bansala ・Digos ・Hagonoy・Kiblawan) 

 WDs の井戸および湧水資料：地質柱状図、孔内検層図、ケーシング施工図、揚水

試験結果図、地下水位モニタリング結果図、電気探査結果（存在すれば）、湧水資

料 
 DPWH の井戸及び湧水資料 
 DA、DAR、MEDCo、UNICEF 資料など関連するもの 
 電気探査・電気検層のデータがあれば、収集する 
 その他、民間事業、各種プロジェクトでの地盤調査等のボーリング資料があれば

できる限り 
 既存施設給水施設計画図データ（測量データなど） 
 今回直接解析等に必要ないと思われるが、今後のために、過去の気象データ（特

に雨量）、水文データ（河川流量）の月ベースデータの収集 
(州／市保有データは州/市エンジニアが DIDP まで運搬・あるいは DIDP 側が取りに行

く) 
(その他の情報収集作業はコントラクトで行うことが望ましい：半月間で可能) 
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2. 収集資料のデータベース化 
以上の収集資料をそれぞれコンパイルし、データベース化する（DIDP が行う）。ボ

ーリング地点の位置情報収集（とりあえず代表地点 [できるだけ有効な情報をもったも

のを選ぶ] 300 点程度）を行う。GPS を活用して、1 日 10～15 点で 1 か月、管理を行

いつつ情報収集作業はコントラクトで実施する。GPS 表示の標高は一般的に不正確（高

価な精度の高い GPS もある）なので、位置情報から地形図にプロットし概略読み取る。

給水施設計画時点で測量等のデータがあればそれらを参考にする。地図上に三角点・四

角点などがある場合は、その地点の座標と標高を GPS で計測しておくことはあとで比

較するために有効である（これもコントラクトで行う：半月程度で可能）。 
収集データを GIS データベースとして入力（DIDP が行う）。また、位置情報の入手

はその後も機会を見つけて随時入手を続ける。各州／市のエンジニアなど、Barangay
に行く機会のある者が、その都度確認する。あるいは持ち回りで GPS を Municipalities
エンジニアに預け、順次位置情報などを入手していくと効果的である。 

 
3. 地下水電導度・pH・水温の計測、地下水位計測 

位置情報取得の際、同時に携帯測定器により、その水源の電導度・pH・水温を計測

する。地下水位が計測できるような状態となっている場合は、地下水位も計測する（位

置情報取得地点と同じ地点 [とりあえず 300 点]、コントラクターに位置情報取得と同

時に計測してもらう）。 
 
4. 水理地質図作成 

10 万分の１地形図をベースとして、250 万分の 1 水理地質図、25 万分の 1 地質図、

5 万分の 1 地質図、及び WDs 資料を参考にしつつ、位置情報のある地質柱状図と見比

べながら全体の水理地質図の平面図を作成する（水理地質専門家→[訓練]→DIDP 水理

地質技術者）。 
また位置情報のある地質柱状図周辺の断面図を断片的にそれぞれ作成していく（縮尺

H：5000～1 万分の１以上、V：1000～5000 分の１以上）。水理地質専門家から、DIDP
水理地質技術者へ訓練を行う。 
最終的にはそれぞれデジタイズ化して GIS のレイヤーに入力する。AutoCAD でもか

まわない（DIDP が行う）。 
 
このような断面を集積していくことによって、あらゆる方向の断面が作成可能となっ

てくる。（日本には Georama という地質断面作成ソフトがあるが、このようなソフトを

導入するかどうかについてはデータの集積程度などと見比べながら、プロジェクトの後

半に決める。自動断面図作成はできないが、AutoCAD、ArcGIS でも断面作成の補助に

はなる）。 
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半に決める。自動断面図作成はできないが、AutoCAD、ArcGIS でも断面作成の補助に

はなる）。 
5. 水理地質図と水理地質パラメータを組み合わせて、適正水源開発地点の選定 

作成した水理地質図と取得可能な水理地質パラメータ（透水性、貯留係数など：揚水

試験データがあると良い）と組み合わせて図化を行う。とりあえずは透水量係数分布平

面図などを作成すると、より有効な水源開発計画が行いやすくなる。 
特に海岸に近い地域では塩水クサビの分布状況を十分に把握して、可能な地下水位降

下量から揚水量の計画を立てなければならない。水理地質専門家から DIDP 水理地質技

術者へ訓練を行う。 
 

6. 州／市エンジニア・ボーリングスタッフに水理地質図等の見方・解釈技術移転 
これまでに作成した水理地質図などや諸データからその見方、適切な水源開発地点の

選定方法など技術移転を行う。DIDP 水理地質技術者から、州／市エンジニアなどへの

技術移転を行う。 
 

7. 電気探査・電気検層データの GIS データベース入力 
のちに自前で行う電気探査や電気検層データも、随時 GIS データベースに入力して

いく（DIDP が行う）。 
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電気探査技術及び孔内電気検層技術の訓練概要及び揚水試験による水理地質特性算出法と

適正揚水量に関する技術移転（案） 
 
電気探査は、水理地質図や透水量係数分布平面図などから、水源開発地点として有効と

考えられた地域内において、更にベストな地点の選定あるいは確認のために行う。沖積層

地域などは垂直探査による解析、山岳地では水平探査を併用して行われる。 
孔内検層は掘削した井戸孔内における深度方向の地層分布を検層し、正確に帯水層の深

度を確認してストレーナーの設置深度を決めるために行われる。 
これまでの州／市の水源開発事業では、このような探査・検層は全く行われていない。

また揚水試験についても行われていないようである。 
WDs では検層は基本的に実施されている。しかし電探が実施されるケースは極めて少な

い。なお、揚水試験は基本的に実施されている。 
 
１. 電気探査及び検層に係る基本理論の技術移転 

 地下水及び地層と電気比抵抗（又は電気伝導度）物性との関係 
 大地における電気比抵抗の所得のための理論 
 電気探査による比抵抗の測定 
 電極配置による電気探査法（ウェンナー法、シュランベルジャー法、dipole-dipole

法、二極法、三極法など）の違いと、それぞれ測定の対象となる深度、それぞれの

メリットデメリットなどの基本理論 
 電気検層について調査法、電気探査との違い、取得データの解析法 

（水理地質専門家→DIDP 水理地質技術者） 
 

２. 電気探査及び検層器の資機材・部品についての知識。操作方法の確認、付属ソフト及

びハードの確認 
 実際の機材を使用しての利用法 
 本体機器及び各部品の操作方法についての確認 
 実際の作業を行う際の要点・注意点の確認 
 付属品（解析ソフトなど）の有無確認と使用法の確認 

（水理地質専門家→DIDP 水理地質技術者） 
 

３. 野外での実習及び取得データの解析 
 電気探査については事務所近傍の空き地を利用し、実際に電極を配置しながら実習

を行う。実習の際は各探査法について、それぞれ行ってみてどのような違いが出て

くるのか、最も適切な探査法はどれかなど、実習を行いつつ理解をさせる。 
 垂直探査と水平探査の実際に探査法の違いなどを理解してもらい、どのような時に
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どのように使い分けるか理解してもらう。 
 電気探査実習の際は水理地質専門家及びDIDP水理地質技術者のほかに4人の助手

が必要なので DIDP に手配してもらう。電気検層については、ダバオ市内でボーリ

ングを行っている箇所を探し、掘削終了後ケーシング挿入前の掘削孔を使用させて

もらうよう依頼したうえで、それを使って実習する。 
 電気探査及び電気検層とも、野外実習の場で実際のデータを取得する。 
 実際の作業を行う際の要点・注意点の再確認を行う。 
 取得したデータを持ち帰り、それぞれの解析する方法について技術伝達を行う。 

 
このような実習を２～３度行い、２～３度目は最初に行った解析法などを復習しなが

ら、現場にて簡易に解析しながら行う方法を身につけてもらい、現場である程度の地層

分布を理解しながら、終了すべきポイントの決定法を身につけさせる。 
この際にはあらかじめ、各地層の比抵抗がどの程度なのかというサンプリングの重要

性についても理解してもらう。データの解析については、他で取得したデータも含めて、

いろんなケースの解析を行ってもらい、熟練度をあげてもらう。 
（水理地質専門家→DIDP 水理地質技術者） 

 
４. 州／市エンジニアへの技術移転 

DIDP 水理地質技術者がある程度熟練したあとに、同じくダバオ市内にて、各州／市

のエンジニアを呼び、DIDP 水理地質技術者より州／市エンジニアへの訓練を行う。そ

の際、水理地質専門家はそのバックアップを行う。 
その後、各州／市で計画している地点、あるいは掘削している地点において、実際の

探査及び検層を実践してもらう。その取得データについて、DIDP 水理地質技術者と州

／市エンジニアが共同で解析してもらう。水理地質専門家はそのバックアップを行う。 
（DIDP 水理地質技術者→州／市エンジニア、及び水理地質専門家のバックアップ） 

 
５. 揚水試験に関する技術移転 

揚水試験に関しては、実際に井戸を掘削して水中ポンプを設置して揚水を行わなけれ

ばならない。技術移転のために試験施工を行うことは実際には不可能であることから、

WDs や民間掘削業者などが行っている現場を探し、その現場を見学してもらうことが

適切であると思われる。 
その際、揚水試験データをもらい、無償で解析してあげれば相手方にも喜ばれるだろ

うし、プロジェクト内の訓練にもなる。 
（水理地質専門家→DIDP 水理地質技術者及び州／市エンジニア） 
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６. 試験事業に対する支援 
試験事業を行う際は、実際に作成した水理地質図や水理地質特性図を使って、水源開

発適正地点の計画を行ったうえで、全体調査計画の作成、現地における調査及び解析、

水源開発地点の選定、掘削、検層、ストレーナー及びケーシング、揚水試験を行い、さ

らに水理地質特性の解析を行う。 
（州／市エンジニアの実践、DIDP 水理地質技術者のバックアップ、水理地質専門家

のフォローアップ）
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＜参考＞【TOR】 
水理地質専門家 

・ 電気探査及び電気検層経験豊富な技術者 
（水理地質関連業務・研究に 10 年以上の経験を有し、そのなかで電気探査・電気検層に

関して数年以上の業務または研究経験があるもの） 
・ GIS の知識をもっているものが望ましい 
・ 必要語学：英語（基礎理論の講義、機器使用法・解析法・野外実習など技術移転に必要

な講義資料の作成・コミュニケーション等の可能なもの） 
 
業務担当事項 
・ データ収集（既存データや井戸インベントリー・水理地質図作成用データ）に際して、

必要書類の作成とカウンターパートへの適切な指示、またコントラクトで実施する場合

の契約書類と仕様書の作成 
・ コントラクター入札手続の実施 
・ 収集データのコンパイルとデータベース化のための見本の作成と DIDP カウンターパ

ートへの適切な指示 
・ 水理地質図や水理地質特性図の作成、及び DIDP カウンターパートへの必要事項の技術

移転（基本的にカウンターパートを指導しながらこれら図面を作成し、OJT によりカウ

ンターパートに対して技術移転を行い、最終的に指導なしでも作成できるような技術力

を育てる） 
・ 必要資機材（電気探査･電気検層器、携帯型簡易水質測定器、水位計、GPS など）入手

のための手続き及び購入の実施 
・ 電気探査及び検層に係る基本理論の講義（対 DIDP カウンターパート） 
・ 電気探査及び検層機器等の使用方法及び保守、維持管理についての DIDP カウンターパ

ートへの教授 
・ 電気探査及び検層等実施のための DIDP カウンターパートへの技術移転 
・ DIDP カウンターパートによる LGUs エンジニアトレーニングのバックアップ 
・ 揚水試験等及び水理地質特性解析に関する DIDP カウンターパート・LGUs エンジニア

に対する技術移転 
・ 中間時点における、各 LGUs 技術移転状況の確認とフォローアップ 
・ パイロット事業実施の際の支援 
・ 終了時前の全体フォローアップ 
 
 

- 71 -



＜参考＞【派遣期間】 
1． データ収集他コントラクト準備・入札 
2． 収集データコンパイル及びデータベース化に必要な指示等 ⇒ １年目に 1 か月 
3． 水理地質図等の作成指導、電気探査・検層技術の移転   ⇒ １年目に 3 か月 
4． LGUs エンジニアへのトレーニングバックアップ     ⇒ １年目に 1 か月 
5． 中間時フォローアップ                 ⇒ ２年目に 1 か月 
6． 終了時フォローアップ                 ⇒ ３年目に 1 か月 
 
揚水試験に関するトレーニングは 3 の時期に基本的な理論の習得に努め、５の時期に見学

実習を行う。 
 

＜参考＞訓練に必要な機材 

(電気探査及び検層器) 

基本的に電気探査と電気検層を行う機器はそれぞれ別仕様で作っている場合が多い。 

参考見積もりで取得したものは以下の仕様のものである。 

・ 応用地質株式会社製：1 台で電気探査と電気検層が実施できる仕様のもの 
これら両方の調査を実施できるオプションすべてを含めて 3,000,000 ペソ 

・ スイス Geotrade SA 社：電気探査仕様機器 1,290,000 ペソ 
 検層用機器は現在問い合わせ中：電気探査用機器と同じ程度の価格と思われる 

(水位計) 

参考価格：ロープ水位計；深度 100m まで測定可能、価格はインターネットより 
57,500～60,000 日本円 

(携帯用簡易水質測定器) 

電気伝導度・pH・水温が測定可能 

電気伝導度及び pH は地下水全体の水質分布傾向を把握するのに効果的である（この両者の

値は水温によって異なるので水温測定は必須）。 

特に電気伝導度は塩分含有量の判断の目安となるので、ダバオ地域のように塩水クサビの

浸入が問題となっている地域の地下水解析には極めて有効である。 

参考価格：RainPhil Inc 社：45,900 ペソ 

(GPS) 

参考価格：DE LEON 輸出入業者：GARMIN 社製；10,000～38,000 ペソ 
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収
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ﾃ
ﾞ
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ｽ
ﾄ
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ﾀ
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ﾞ
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ｸ
ﾄ
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ﾟﾝ

事
務

所

国
名

フ
ィ

リ
ピ

ン
配

属
機
関

名
D
I
DP

現
地

調
査

期
間

又
は

派
遣
期

間
2
0
06
/
8
/
1
7
～

9
/1
4

担
当

者
氏
名

小
野

　
雅

裕

3
0

地
質

図
（
縮
尺
1
：
5
0
,
0
0
0
）

S
h
e
e
t
 
4
1
4
2
 
I
V
 
 
G
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 
M
a
p
 
o
f
 
M
A
N
K
I
 
Q
u
a
d
r
a
n
g
l
e

地
質

図
青

焼
き

＊
　

　
　

　
　

〃
J
R
･
C
R
(
 
 
 
)
･
S
C

3
1

地
質

図
（
縮
尺
1
：
5
0
,
0
0
0
）

S
h
e
e
t
 
4
2
3
8
 
I
V
 
 
G
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 
M
a
p
 
o
f
 
S
A
N
 
A
G
U
S
T
I
N
 
Q
u
a
d
r
a
n
g
l
e

〃
＊

　
　

　
　

　
〃

J
R
･
C
R
(
 
 
 
)
･
S
C

3
2

地
質

図
（
縮
尺
1
：
5
0
,
0
0
0
）

S
h
e
e
t
 
4
2
3
9
 
I
I
I
 
 
G
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 
M
a
p
 
o
f
 
T
A
G
A
B
I
L
I
 
Q
u
a
d
r
a
n
g
l
e

〃
＊

　
　

　
　

　
〃

J
R
･
C
R
(
 
 
 
)
･
S
C

3
3

地
質

図
（
縮
尺
1
：
5
0
,
0
0
0
）

S
h
e
e
t
 
4
2
3
9
 
I
V
 
 
G
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 
M
a
p
 
o
f
 
S
I
G
A
B
O
Y
 
Q
u
a
d
r
a
n
g
l
e

〃
＊

　
　

　
　

　
〃

J
R
･
C
R
(
 
 
 
)
･
S
C

3
4

地
質

図
（
縮
尺
1
：
5
0
,
0
0
0
）

S
h
e
e
t
 
4
2
4
0
 
I
 
 
G
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 
M
a
p
 
o
f
 
B
I
T
A
N
A
G
A
N
 
Q
u
a
d
r
a
n
g
l
e

〃
＊

　
　

　
　

　
〃

J
R
･
C
R
(
 
 
 
)
･
S
C

3
5

地
質

図
（
縮
尺
1
：
5
0
,
0
0
0
）

S
h
e
e
t
 
4
2
4
0
 
I
I
I
 
 
G
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 
M
a
p
 
o
f
 
B
A
T
O
B
A
T
O
 
Q
u
a
d
r
a
n
g
l
e

〃
＊

　
　

　
　

　
〃

J
R
･
C
R
(
 
 
 
)
･
S
C

3
6

地
質

図
（
縮
尺
1
：
5
0
,
0
0
0
）

S
h
e
e
t
 
4
2
4
0
 
I
V
 
 
G
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 
M
a
p
 
o
f
 
M
A
T
I
 
Q
u
a
d
r
a
n
g
l
e

〃
＊

　
　

　
　

　
〃

J
R
･
C
R
(
 
 
 
)
･
S
C

3
7

フ
ィ

リ
ピ

ン
全

国
2
5
万

分
の

1
地

質
図

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
（

j
p
g
）

〃
＊

　
　

　
　

　
〃

J
R
･
C
R
(
 
 
 
)
･
S
C

3
8

フ
ィ

リ
ピ

ン
全

国
2
5
0
万

分
の

１
水

理
地

質
図

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
(
j
p
g
)

〃
＊

　
　

　
　

　
〃

J
R
･
C
R
(
 
 
 
)
･
S
C

- 75 -



プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
：
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
ミ

ン
ダ

ナ
オ

・
ダ

バ
オ

地
域

地
方

行
政

・
地

域
社

会
強

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

番
号

主
要
機
材
名

数
量

機
能

概
要

使
用
目
的

備
　
考

1
1

現
地
購
入

2
1

現
地
購
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購
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購
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購
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購
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購
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購
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購
入

1
1

1
3

現
地
購
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ク
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DAVAO DEL NORTE
Project Coordinator Engr. Jean Rabanoz Provincial Engineer's Office
Groundwater Engr. Dexter Coquilla Provincial Governor's Office
Planning/Social Prep Engr. Anita Juntilla Provincial Planning and Development Office

DAVAO DEL SUR
Project Coordinator Ms. Agnes Renoy Provincial Planning and Development Office
Groundwater Engr. Gina Razote Provincial Planning and Development Office
Planning/Social Prep Ms. Evangeline Abajero Provincial Planning and Development Office

DAVAO ORIENTAL
Project Coordinator Engr. Milagros Iglesias Provincial Planning and Development Office
Groundwater Engr. Jonathan Rodriguez Provincial Engineer's Office
Planning/Social Prep Engr. Ernesto Garay Provincial Planning and Development Office

COMPOSTELA VALLEY
Project Coordinator Ms. Lucia Damolo Provincial Planning and Development Office
Groundwater Engr.Agripino Coquilla Jr. Provincial Engineer's Office
Planning/Social Prep

IGACOS
Project Coordinator Engr. Lea Zapanta City Planning and Development Office
Groundwater Engr. Darwin Arig City Engineer's Office/IGACOS Water District
Planning/Social Prep Ms. Abundia Lariosa City Social Welfare and Development Office

PANABO CITY
Project Coordinator Engr.Zoilo Gudin Jr. City Planning and Development Office
Groundwater Engr. Sally Aleria City Engineer's Office
Planning/Social Prep Ms. Arlyn Racho City Planning and Development Office

TAGUM CITY
Project Coordinator Mr. Rey Cadelina City Planning and Development Office
Groundwater Engr. Gilbert Mambulao City Engineer's Office
Planning/Social Prep Mr. Arturo Manigo City Planning and Development Office

DIGOS CITY
Project Coordinator Mr. Romy Aninon City Planning and Development Office
Groundwater Engr. Salvador L. Dumogho IV City Planning and Development Office
Planning/Social Prep Engr. Jesus Tecson City Planning and Development Office

DAVAO CITY
Project Coordinator Mr. Mario Luis Jacinto City Planning and Development Office
Groundwater Engr. Merito Yrogyrog City Engineer's Office
Planning/Social Prep Engr. Minerva Taculin City Engineer's Office

Local Governance and Rural Empowerment Projec
COUNTERPART PERSONNEL FOR THE PROJECT PROVINCIAL/CITY MANAGEMENT UNIT

プロジェクト管理ユニットメンバーリスト
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DAVAO DEL NORTE
Leader Provincial Planning and Development Office
Members Provincial Social Welfare and Development Office, Provincial Health

Office, Provincial Engineer's Office

DAVAO DEL SUR
Leader Provincial Planning and Development Office
Members Provincial Social Welfare and Development Office, Provincial Health

Office

DAVAO ORIENTAL
Leader Provincial Planning and Development Office
Members Provincial Social Welfare and Development Office, Provincial Health

Office, Provincial Engineer's Office, Department of Interior and Local
Government Provincial Office

COMPOSTELA VALLEY
Leader Provincial Planning and Development Office
Members Provincial Social Welfare and Development Office, Provincial Health

Office, Provincial Engineer's Office, Department of Interior and Local
Government Provincial Office, NGO, Comm. Affairs Office

IGACOS
Leader City Social Welfare and Development Office
Members City Health Office, City Planning and Development Office, City Engineer's

Office, IGACOS Water District

PANABO CITY
Leader City Planning and Development Office
Members City Social Welfare and Development Office, City Health Office, City

Information Office, Panabo Water District, Barangay Affairs Office,
Department of Interior and Local Government City Office

DIGOS CITY
Leader City Planning and Development Office
Members City Social Welfare and Development Office, City Health Office, City

Agriculturist's Office

DAVAO CITY
Leader City Planning and Development Office
Members City Social Services and Development Office, City Engineer's Office, City

Health Office

TAGUM CITY
Leader City Planning and Development Office
Members Community Affairs Office, City Engineer's Office, City Planning and

Development Office, Department of Interior and Local Government City
Office, City Health Office

Local Governance and Rural Empowerment Project
LGU OFFICES FOR SOCIAL PREPARATION ACTIVITIES

住民組織化（講師研修)対象部署リスト

- 78 -



LG
U

G
IS

 S
O

FT
W

A
R

E
VE

R
SI

O
N

SO
U

R
C

E 
O

F 
FU

N
D

S
YE

A
R

 P
U

R
C

H
A

SE
D

O
FF

IC
E

D
av

ao
 d

el
 N

or
te

Ar
cv

ie
w

 G
IS

3.
2E

Eu
ro

pe
an

 C
om

m
is

si
on

(U
pl

an
d 

D
ev

el
op

m
en

t
Pr

og
ra

m
)

20
06

Pr
ov

in
ci

al
 P

la
nn

in
g 

an
d

D
ev

el
op

m
en

t O
ffi

ce

D
av

ao
 d

el
 S

ur
no

ne
D

av
ao

 O
rie

nt
al

no
ne

C
om

po
st

el
a 

Va
lle

y
Ar

cv
ie

w
 G

IS
3.

3
Eu

ro
pe

an
 C

om
m

is
si

on
(U

pl
an

d 
D

ev
el

op
m

en
t

Pr
o g

ra
m

)

20
05

Pr
ov

in
ci

al
 G

ov
er

no
r's

 O
ffi

ce
 -

In
fo

rm
at

io
n 

Te
ch

no
lo

gy
 a

nd
C

om
m

un
ic

at
io

n 
D

iv
is

io
n

D
av

ao
 C

ity
Au

to
de

sk
 M

ap
5.

0
Lo

ca
l

20
03

C
ity

 P
la

nn
in

g 
an

d
D

ev
el

op
m

en
t O

ffi
ce

Ar
cM

ap
 (A

rc
vi

ew
 G

IS
)

8.
0

Vo
lu

nt
er

 S
er

vi
ce

s
O

rg
an

iz
at

io
n 

(D
av

ao
R

iv
er

 C
on

se
rv

at
io

n
C

ou
nc

il)

20
04

C
ity

 P
la

nn
in

g 
an

d
D

ev
el

op
m

en
t O

ffi
ce

Ar
cv

ie
w

 G
IS

3.
2

C
an

ad
ia

n 
In

te
rn

at
io

na
l

D
ev

el
op

m
en

t A
ge

nc
y

(P
hi

lip
pi

ne
s-

C
an

ad
a

En
vi

ro
nm

en
ta

l a
nd

Ec
on

om
ic

 M
an

ag
em

en
t

Pr
oj

ec
t)

19
99

C
ity

 P
la

nn
in

g 
an

d
D

ev
el

op
m

en
t O

ffi
ce

D
ev

In
fo

4.
0

U
ni

te
d 

N
at

io
n'

s
C

hi
ld

re
n'

s 
Fu

nd
 (6

th
C

ou
nt

ry
 P

ro
gr

am
 fo

r
C

hi
ld

re
n )

20
06

C
ity

 P
la

nn
in

g 
an

d
D

ev
el

op
m

en
t O

ffi
ce

Pa
na

bo
 C

ity
Am

el
la

r B
as

ic
 G

IS
Lo

ca
l

20
04

C
ity

 P
la

nn
in

g 
an

d
D

ev
el

op
m

en
t O

ffi
ce

Ar
cv

ie
w

 G
IS

3.
3

Lo
ca

l
20

04
C

ity
 P

la
nn

in
g 

an
d

D
ev

el
op

m
en

t O
ffi

ce
Ta

gu
m

 C
ity

Ar
cv

ie
w

 G
IS

3.
2

Lo
ca

l
19

99
C

ity
 P

la
nn

in
g 

an
d

D
ev

el
op

m
en

t O
ffi

ce
IG

AC
O

S
no

ne
D

ig
os

 C
ity

Am
el

la
r B

as
ic

 G
IS

Lo
ca

l
20

04
C

ity
 P

la
nn

in
g 

an
d

D
ev

el
op

m
en

t O
ffi

ce

Ｄ
ＩＤ

Ｐ
　
Ｇ
ＩＳ

に
関

す
る
資

料
＜

機
材

参
考

資
料

-
2
0
0
6
年

1
0
月

＞

- 79 -



LG
U

N
am

e 
of

 T
ra

in
ee

O
ffi

ce
Em

pl
oy

m
en

t
St

at
us

Po
si

tio
n

D
es

ig
na

tio
n

B
rie

f J
ob

 D
es

cr
ip

tio
n

A
ge

Ed
uc

at
io

na
l

B
ac

kg
ro

un
d

R
el

ev
an

t W
or

k 
Ex

pe
rie

nc
e

IG
A

C
O

S
1 

Er
ic

 P
al

ac
io

C
ity

 E
ng

in
ee

r's
 O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
En

gi
ne

er
 I

St
af

f, 
Pl

an
ni

ng
 a

nd
 E

st
im

at
e

D
iv

is
io

n
pr

ep
ar

e 
PO

W
 a

nd
 re

nd
er

 s
up

po
rt 

on
te

ch
ni

ca
l m

at
te

rs
 o

n 
va

rio
us

 b
ar

an
ga

y
pr

oj
ec

ts
; e

va
lu

at
es

 d
oc

um
en

ts
 a

s 
to

 li
ne

an
d 

gr
ad

e 
in

 th
e 

IR
R

 o
f P

D
 1

09
6;

 fa
ci

lit
at

es
Sp

ec
ia

l P
ro

je
ct

s 
fro

m
 N

at
io

na
l, 

R
eg

io
na

l
an

d 
Pr

ov
in

ci
al

 a
ge

nc
ie

s 
in

 th
e 

de
ve

lo
pm

en
t

of
 th

e 
C

ity
.

34
BS

 in
 C

vi
l E

ng
in

ee
rin

g
C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g 

St
af

f, 
L.

S.
 S

ar
m

ie
nt

o
& 

C
o.

, I
nc

.  
   

   
   

   
   

   
   

  S
en

io
r

En
gi

ne
er

, M
G

 E
xe

o 
N

et
w

or
k,

 In
c.

2 
A

nt
on

io
 M

ar
io

 A
. L

uc
eñ

ar
a

C
ity

 P
la

nn
in

g 
an

d
D

ev
el

op
m

en
t O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
Zo

ni
ng

 O
ffi

ce
r

I
St

af
f, 

H
ou

si
ng

 S
er

vi
ce

s 
an

d
La

nd
 U

se
 S

ec
tio

n
im

pl
em

en
ta

tio
n/

m
on

ito
rin

g 
on

 th
e 

pr
op

er
ut

iliz
at

io
n 

of
 L

an
d 

U
se

s;
 m

on
ito

rin
g 

&
Ev

al
ua

tio
n 

C
ity

 In
fra

st
ru

ct
ur

e 
Pr

oj
ec

ts
;

Pr
oc

es
si

ng
 a

nd
 T

ec
hn

ic
al

 E
va

lu
at

io
n 

of
Su

bd
iv

is
io

n 
Pr

oj
ec

ts
; T

W
G

 m
em

be
r o

n-
ca

ll
Bi

ds
 &

 A
w

ar
ds

 C
om

m
itt

ee
.

48
BS

 in
 C

vi
l E

ng
in

ee
rin

g
Se

ni
or

 D
ra

fts
m

an
Sc

ie
nc

e 
R

es
ea

rc
h 

An
al

ys
t

Pr
oj

ec
t P

la
nn

in
g 

an
d 

D
ev

el
op

m
en

t
O

ffi
ce

r

al
te

rn
at

e:
H

on
or

at
o 

de
 la

 M
ad

rid
IG

AC
O

S 
W

at
er

 D
is

tri
ct

pe
rm

an
en

t
En

gi
ne

er
in

g
As

si
st

an
t

ov
er

se
e 

th
e 

en
tir

e 
op

er
at

io
n 

of
 th

e 
IG

AC
O

S
W

at
er

 D
is

tri
ct

; p
re

pa
re

 P
O

W
 C

on
du

ct
M

on
ito

rin
g 

an
d 

Ev
al

ua
tio

n;
 c

on
du

ct
 tr

ou
bl

e
sh

oo
tin

g;
 a

ss
is

t t
he

 m
an

ag
er

 in
 d

ec
is

io
n

m
ak

in
g 

re
la

tiv
e 

to
 te

ch
ni

ca
l j

ob
.

36
BS

 in
 C

vi
l E

ng
in

ee
rin

g
W

at
er

 S
up

pl
y 

Sy
st

em
 D

ev
el

op
m

en
t

En
gi

ne
er

in
g 

& 
C

on
st

ru
ct

io
n 

(V
er

tic
al

)
Pl

um
bi

ng
 &

 P
ip

e 
fit

tin
gs

M
in

or
 E

le
ct

ric
al

 T
ro

ub
le

 -S
ho

ot
in

g

D
av

ao
O

rie
nt

al
1 

Er
ne

st
o 

G
. G

ar
ay

Pr
ov

in
ci

al
 P

la
nn

in
g 

an
d

D
ev

el
op

m
en

t O
ffi

ce
pe

rm
an

en
t

Pr
oj

ec
t

Ev
al

ua
tio

n
O

ffi
ce

r I
II

Pr
ov

in
ci

al
 P

ro
je

ct
In

sp
ec

to
ra

te
; U

SP
L 

W
at

er
Pr

oj
ec

t D
ep

ut
y 

C
oo

rd
in

at
or

co
nd

uc
ts

 in
sp

ec
tio

n 
an

d 
m

on
ito

rin
g 

of
in

fra
st

ru
ct

ur
e 

pr
oj

ec
ts

47
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

W
at

er
w

or
ks

 te
ch

ni
ca

l s
up

er
vi

so
r

2 
Jo

na
th

an
 R

od
rig

ue
z

Pr
ov

in
ci

al
 E

ng
in

ee
r's

O
ffi

ce
pe

rm
an

en
t

En
gi

ne
er

 II
W

at
er

w
or

ks
 In

-C
ha

rg
e

pr
ep

ar
e 

pl
an

s 
an

d 
PO

W
s 

on
 w

at
er

 s
up

pl
y

pr
oj

ec
ts

; m
on

ito
r a

nd
 s

up
er

vi
se

 th
e

im
pl

em
en

ta
tio

n 
of

 w
at

er
w

or
ks

 p
ro

je
ct

s

36
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

W
at

er
w

or
ks

 P
ro

je
ct

 E
ng

in
ee

r

al
te

rn
at

e:
Ed

ga
r M

. F
er

na
nd

ez
Pr

ov
in

ci
al

 E
ng

in
ee

r's
O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
En

gi
ne

er
 IV

C
hi

ef
, P

la
nn

in
g 

an
d

Pr
og

ra
m

m
in

g 
D

iv
is

io
n

de
si

gn
s 

an
d 

re
vi

ew
s 

pl
an

s 
an

d 
PO

W
s 

on
w

at
er

 s
up

pl
y 

pr
oj

ec
ts

40
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

C
on

st
ru

ct
io

n 
Pr

oj
ec

t E
ng

in
ee

r

D
av

ao
 d

el
Su

r
1 

G
in

a 
C

. R
az

ot
e

Pr
ov

in
ci

al
 P

la
nn

in
g 

an
d

D
ev

el
op

m
en

t O
ffi

ce
pe

rm
an

en
t

Pr
oj

ec
t

D
ev

el
op

m
en

t
O

ffi
ce

r I
II

Pr
oj

ec
t D

ev
el

op
m

en
t

D
iv

is
io

n
su

pe
rv

is
e 

th
e 

pr
og

ra
m

m
in

g 
of

 a
ny

 s
pe

ci
al

pr
oj

ec
t t

ha
t t

he
 p

ro
vi

nc
e 

w
ill 

en
te

r i
nt

o
co

nt
ra

ct
; p

la
ns

, d
es

ig
ns

 a
nd

 re
se

ar
ch

 s
tu

dy
ab

ou
t p

ro
je

ct
 a

nd
 m

ak
es

 re
co

m
m

en
da

tio
ns

to
 th

e 
go

ve
rn

or
 a

bo
ut

 th
e 

pr
oj

ec
t; 

su
pe

rv
is

e
th

e 
ev

al
ua

tio
n 

of
 a

ll 
sp

ec
ia

l p
ro

je
ct

s 
w

ith

39
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

ea
rn

ed
 u

ni
ts

 in
 M

as
te

r's
in

 E
ng

in
ee

rin
g

Pr
oj

ec
t-I

n-
C

ha
rg

e 
of

 W
at

er
 R

es
ou

rc
es

D
ev

el
op

m
en

t P
ro

gr
am

 a
t t

he
 s

am
e

tim
e 

D
is

bu
rs

in
g 

O
ffi

ce
 o

f t
he

 P
ro

gr
am

;

2 
R

ey
na

ld
o 

D
ab

on
 J

r.
Pr

ov
in

ci
al

 E
ng

in
ee

r's
O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
pr

ep
ar

es
 te

ch
ni

ca
l p

la
n,

 p
ro

gr
am

 o
f w

or
k

an
d 

co
st

 e
st

im
at

es
 o

f v
ar

io
us

 p
ro

je
ct

s;
co

nd
uc

ts
 o

cu
la

r f
ie

ld
 in

sp
ec

tio
n 

of
 p

ro
po

se
d

pr
oj

ec
ts

; p
lo

ts
, c

he
ck

s 
an

d 
ca

lc
ul

at
es

va
rio

us
 s

ur
ve

y 
w

or
ks

 fo
r r

oa
ds

, w
at

er
w

or
ks

,
br

id
ge

s,
 s

ea
w

al
ls

 a
nd

 fl
oo

d 
co

nt
ro

l,
bu

ild
in

gs

37
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

M
em

be
r, 

 P
ro

vi
nc

ia
l U

pl
an

d 
Te

am

al
te

rn
at

e:

Lo
ca

l G
ov

er
na

nc
e 

an
d 

R
ur

al
 E

m
po

w
er

m
en

t P
ro

je
ct

PR
O

FI
LE

 O
F 

C
A

N
D

ID
A

TE
 T

R
A

IN
EE

S 
FO

R
 G

R
O

U
N

D
W

A
TE

R
 D

EV
EL

O
PM

EN
T 

TR
A

IN
IN

G
S

R
ep

ub
lic

 o
f t

he
 P

hi
lip

pi
ne

s
D

AV
AO

 IN
TE

G
R

AT
ED

 D
EV

EL
O

PM
EN

T 
PR

O
G

R
AM

D
av

ao
 C

it y
, R

eg
io

n 
XI

- 80 -



LG
U

N
am

e 
of

 T
ra

in
ee

O
ffi

ce
Em

pl
oy

m
en

t
St

at
us

Po
si

tio
n

D
es

ig
na

tio
n

B
rie

f J
ob

 D
es

cr
ip

tio
n

A
ge

Ed
uc

at
io

na
l

B
ac

kg
ro

un
d

R
el

ev
an

t W
or

k 
Ex

pe
rie

nc
e

Lo
ca

l G
ov

er
na

nc
e 

an
d 

R
ur

al
 E

m
po

w
er

m
en

t P
ro

je
ct

PR
O

FI
LE

 O
F 

C
A

N
D

ID
A

TE
 T

R
A

IN
EE

S 
FO

R
 G

R
O

U
N

D
W

A
TE

R
 D

EV
EL

O
PM

EN
T 

TR
A

IN
IN

G
S

R
ep

ub
lic

 o
f t

he
 P

hi
lip

pi
ne

s
D

AV
AO

 IN
TE

G
R

AT
ED

 D
EV

EL
O

PM
EN

T 
PR

O
G

R
AM

D
av

ao
 C

it y
, R

eg
io

n 
XI

D
on

al
d 

A.
 R

el
lo

n
Pr

ov
in

ci
al

Ad
m

in
is

tra
to

r's
 O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
Ill

us
tra

to
r I

I
as

si
st

s 
on

 d
ev

el
op

m
en

t p
ro

je
ct

 s
ur

ve
y 

th
at

re
qu

ire
s 

sp
ec

ifi
ed

 p
la

ns
, l

ay
ou

ts
 to

 s
up

po
rt

de
ve

lo
pm

en
t p

ro
je

ct
 fe

as
ib

ilit
y 

st
ud

y;
as

si
st

s 
in

 a
ny

 fu
nc

tio
ns

 o
f t

he
 o

ffi
ce

co
ns

id
er

ed
 n

ec
es

sa
ry

 a
nd

 u
rg

en
t b

y 
th

e
C

hi
ef

 o
f O

ffi
ce

.

29
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

Le
ad

m
an

 s
ur

ve
y 

te
am

   
   

   
   

   
   

D
ra

ft
an

d 
sk

et
ch

 p
la

ns
   

   
   

   
   

  I
ns

pe
ct

 a
ll

go
ve

rn
m

en
t p

ro
cu

re
m

en
t

D
av

ao
 d

el
N

or
te

1 
Ed

w
in

 S
. M

is
a

Pr
ov

in
ci

al
 E

ng
in

ee
r's

O
ffi

ce
pe

rm
an

en
t

En
gi

ne
er

 II
I

su
pe

rv
is

es
 fu

nc
tio

n 
in

vo
lv

e 
pr

oj
ec

t
de

ve
lo

pm
en

t p
la

n/
de

si
gn

 a
nd

 p
ro

gr
am

m
in

g;
pr

ep
ar

es
 a

nd
 d

ev
el

op
s 

th
e 

pr
ov

in
ci

al
co

ns
ol

id
at

ed
 a

nd
 in

te
gr

at
ed

 p
ro

gr
am

 o
f

in
fra

st
ru

ct
ur

e 
op

er
at

io
ns

; e
va

lu
at

es
 jo

b 
w

ith
pr

oj
ec

t s
ta

tis
tic

s;
 re

nd
er

s 
pe

rio
di

c 
an

d
an

nu
al

 te
ch

ni
ca

40
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

C
iv

il 
En

gi
ne

er
in

g 
Ai

de
Pr

oj
ec

t I
n-

C
ha

rg
e/

En
gi

ne
er

 I
En

gi
ne

er
in

g 
As

si
st

an
t

En
gi

ne
er

 II

2 
A

rn
el

 E
dg

ar
 S

. Z
af

ra
Pr

ov
in

ci
al

 E
ng

in
ee

r's
O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
En

gi
ne

er
 II

su
pe

rv
is

ed
 a

nd
 c

on
tro

ls
 th

e 
co

ns
tru

ct
io

n,
re

ha
bi

lit
at

io
n,

 im
pr

ov
em

en
t, 

m
ai

nt
en

an
ce

an
d 

re
pa

ir 
of

 v
ar

io
us

 c
on

st
ru

ct
io

n 
an

d
pr

ov
in

ci
al

 ro
ad

s 
an

d 
br

id
ge

s;
 a

ss
is

t t
he

En
gi

ne
er

 II
I t

o 
co

or
di

na
te

 w
ith

 th
e 

di
ffe

re
nt

LG
U

's
 o

ffi
ci

al
s 

in
 v

ar
io

us
 u

nd
er

ta
ki

ng
 fo

r
m

ai

40
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

En
gi

ne
er

 I
D

ra
fts

m
an

 II

al
te

rn
at

e:
Jo

se
ph

 D
. T

om
as

Pr
ov

in
ci

al
 E

ng
in

ee
r's

O
ffi

ce
pe

rm
an

en
t

En
gi

ne
er

 II
C

on
st

ru
ct

io
n 

D
iv

is
io

n 
-

C
en

tra
l D

is
tri

ct
su

pe
rv

is
ed

 a
nd

 c
on

tro
ls

 th
e 

co
ns

tru
ct

io
n,

re
ha

bi
lit

at
io

n,
 im

pr
ov

em
en

t, 
m

ai
nt

en
an

ce
an

d 
re

pa
ir 

of
 d

iff
er

en
t p

ro
vi

nc
ia

l r
oa

ds
 a

nd
br

id
ge

s 
an

d 
bu

ild
in

gs
 w

ith
in

 1
st

 E
ng

in
ee

rin
g

D
is

tri
ct

 a
ct

iv
iti

es
; t

ak
in

g 
ch

ar
ge

 in
 th

e
m

ai
nt

en
an

ce
 a

nd
 re

pa
ir 

of
 d

iff
er

en
t b

ui
l

36
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

En
gi

ne
er

 II
 (P

PD
O

)
En

gi
ne

er
 I 

(P
PD

O
)

En
gi

ne
er

in
g 

As
si

st
an

t (
PP

D
O

)
C

ap
at

az
 (C

on
st

ru
ct

io
n 

D
iv

is
io

n 
-

C
en

tra
l D

is
tri

ct
)

D
av

ao
 C

ity
1 

M
er

ito
 Y

ro
g-

iro
g

C
ity

 E
ng

in
ee

r's
 O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
En

gi
ne

er
 II

I
H

ea
d-

M
ai

nt
en

an
ce

 o
f R

ur
al

W
at

er
 S

ys
te

m
s

re
sp

on
si

bl
e 

to
 th

e 
D

iv
is

io
n 

C
hi

ef
 re

ga
rd

in
g

th
e 

re
pa

ir 
an

d 
m

ai
nt

en
an

ce
 o

f a
ll 

ty
pe

s 
of

w
at

er
 w

el
ls

 u
nd

er
 th

e 
ju

ris
di

ct
io

n 
of

 th
e

of
fic

e 
of

 th
e 

C
ity

 E
ng

in
ee

r; 
as

si
st

 th
e

D
iv

is
io

n 
C

hi
ef

 in
 th

e 
fo

rm
at

io
n 

of
 P

la
n

Pr
og

ra
m

s,
 fe

as
ib

ilit
y 

st
ud

ie
s 

an
d 

ot
he

r
te

ch
ni

48
BS

 in
 M

ec
ha

ni
ca

l
En

gi
ne

er
in

g
M

ec
ha

ni
ca

l E
ng

in
ee

r
M

ec
ha

ni
c

En
gi

ne
er

 II

2 
D

ax
 J

ul
iu

s 
D

ay
an

an
C

ity
 E

ng
in

ee
r's

 O
ffi

ce
pe

rm
an

en
t

C
on

st
ru

ct
io

n
an

d
M

ai
nt

en
an

ce
fo

re
m

an

28
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

al
te

rn
at

e:
Ar

de
no

 E
. A

rm
en

ta
no

C
ity

 P
la

nn
in

g 
an

d
D

ev
el

op
m

en
t O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
Ar

tis
t I

llu
st

ra
to

r
II

O
IC

- C
hi

ef
 D

iv
is

io
n

Pl
an

ni
ng

 a
nd

 P
ro

gr
am

m
in

g
D

iv
is

io
n

su
pe

rv
is

ed
 in

 th
e 

pr
ep

ar
at

io
n 

of
 C

ity
 A

nn
ua

l
Im

pl
em

en
tin

g 
Pl

an
 (C

AI
P)

; s
up

er
vi

se
d 

in
th

e 
pr

ep
ar

at
io

n 
of

 C
om

pr
eh

en
si

ve
D

ev
el

op
m

en
t P

la
n 

(C
D

P)
; s

up
er

vi
se

d 
in

 th
e

pr
ep

ar
at

io
n 

of
 L

oc
al

 D
ev

el
op

m
en

t P
la

n
(L

D
P)

.

44
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

Se
ni

or
 M

em
be

r T
ec

hn
ic

al
 W

or
ki

ng
G

ro
up

 P
re

-B
id

 a
nd

 A
w

ar
d 

C
om

m
itt

ee
(P

BA
C

)
C

PD
O

/D
ID

P 
- P

M
O

 D
et

ai
le

d 
St

af
f

Ar
tis

t I
llu

st
ra

to
r I

I
Pr

oj
ec

t I
ns

pe
ct

or
Pr

oj
ec

tC
oo

rd
in

a

- 81 -



LG
U

N
am

e 
of

 T
ra

in
ee

O
ffi

ce
Em

pl
oy

m
en

t
St

at
us

Po
si

tio
n

D
es

ig
na

tio
n

B
rie

f J
ob

 D
es

cr
ip

tio
n

A
ge

Ed
uc

at
io

na
l

B
ac

kg
ro

un
d

R
el

ev
an

t W
or

k 
Ex

pe
rie

nc
e

Lo
ca

l G
ov

er
na

nc
e 

an
d 

R
ur

al
 E

m
po

w
er

m
en

t P
ro

je
ct

PR
O

FI
LE

 O
F 

C
A

N
D

ID
A

TE
 T

R
A

IN
EE

S 
FO

R
 G

R
O

U
N

D
W

A
TE

R
 D

EV
EL

O
PM

EN
T 

TR
A

IN
IN

G
S

R
ep

ub
lic

 o
f t

he
 P

hi
lip

pi
ne

s
D

AV
AO

 IN
TE

G
R

AT
ED

 D
EV

EL
O

PM
EN

T 
PR

O
G

R
AM

D
av

ao
 C

it y
, R

eg
io

n 
XI

Ta
gu

m
 C

ity
1 

B
er

na
rd

o 
D

. C
as

tr
o 

Jr
.

C
ity

 P
la

nn
in

g 
an

d
D

ev
el

op
m

en
t O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
Zo

ni
ng

 O
ffi

ce
r

im
pl

em
en

t Z
on

in
g 

O
rd

in
an

ce
;

fo
rm

ul
at

e/
up

da
te

 a
nd

 re
co

m
m

en
d

am
en

dm
en

ts
 o

f Z
on

in
g 

O
rd

in
an

ce
;

fo
rm

ul
at

e 
Ph

ys
ic

al
 a

nd
 L

an
d 

U
se

 P
la

n 
of

th
e 

C
ity

; m
on

ito
r i

m
pl

em
en

ta
tio

n 
of

D
ev

el
op

m
en

t C
ity

 P
ro

je
ct

s;
 in

ch
ar

ge
 in

va
rio

us
 lo

ca
l s

ig
ni

fic
an

t p
ro

je
ct

s 
w

ith
re

sp
ec

t t

43
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

Pl
um

be
r  

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 D
ril

le
r

Pi
pe

 F
ilt

er
Pr

oj
ec

t E
ng

in
ee

r (
bu

ild
in

g,
 ro

ad
co

nc
re

tin
g,

 s
pr

in
g 

de
ve

lo
pm

en
t,

aq
ua

m
ar

in
e 

de
ve

lo
pm

en
t)

Su
rv

ey
in

g 
W

or
k

2 
A

la
n 

B
. I

pa
na

g
C

ity
 E

ng
in

ee
r's

 O
ffi

ce
pe

rm
an

en
t

M
ot

or
po

ol
Su

pe
rv

is
or

 I
as

si
gn

ed
 a

s 
Pr

oj
ec

t S
up

er
vi

so
r I

40
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

Pl
an

ni
ng

 a
nd

 S
up

er
vi

si
on

 o
f B

rg
y.

Pa
gs

ab
an

ga
n 

AR
C

D
P 

W
at

er
w

or
ks

Pr
oj

ec
t

Su
pe

rv
is

io
n 

of
 L

oc
al

ly
 F

un
de

d 
W

at
er

D
ev

el
op

m
en

t P
ro

je
ct

s
al

te
rn

at
e:

M
ar

y 
An

ne
 L

op
ez

C
ity

 E
ng

in
ee

r's
 O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
 E

ng
in

ee
r I

I
co

ns
tru

ct
io

n 
an

d 
m

ai
nt

en
an

ce
 e

ng
in

ee
r

40
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

Su
pe

rv
is

io
n 

of
 L

oc
al

ly
 F

un
de

d 
W

at
er

D
ev

el
op

m
en

t P
ro

je
ct

s

D
ig

os
 C

ity
1 

Sa
lv

ad
or

 L
. D

um
og

ho
, I

V
C

ity
 P

la
nn

in
g 

an
d

D
ev

el
op

m
en

t O
ffi

ce
pe

rm
an

en
t

C
le

rk
 II

St
af

f E
ng

in
ee

r,
Pl

an
ni

ng
 a

nd
 P

ro
gr

am
m

in
g

D
iv

is
io

n

pr
ep

ar
es

, u
pd

at
es

 z
on

in
g 

pl
an

s 
an

d 
m

ap
s

of
 th

e 
C

ity
; a

ss
is

ts
 in

 th
e 

pr
ep

ar
at

io
n 

of
zo

ni
ng

 c
er

tif
ic

at
io

ns
, c

le
ar

an
ce

s 
an

d
ev

al
ua

te
s 

su
bd

iv
is

io
n 

pl
an

s;
 c

on
du

ct
s

in
sp

ec
tio

n 
an

d 
ve

rif
ic

at
io

n 
of

 a
re

as
 fo

r
ap

pl
ic

at
io

ns
 a

nd
 is

su
an

ce
 o

f z
on

in
g

ce
rti

fic
at

es
 a

nd
 c

l

31
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

2 
A

rn
ul

fo
 R

. L
añ

as
C

ity
 P

la
nn

in
g 

an
d

D
ev

el
op

m
en

t O
ffi

ce
pe

rm
an

en
t

St
at

is
tic

ia
n 

I
R

es
ea

rc
h 

an
d 

Ev
al

ua
tio

n
Se

ct
io

n
as

si
st

s 
in

 th
e 

pr
ep

ar
at

io
n 

of
 e

va
lu

at
io

n
re

po
rts

 o
f a

ll 
pr

oj
ec

ts
 im

pl
em

en
te

d 
by

 th
e

LG
U

; a
ss

is
ts

 in
 d

at
a/

in
fo

rm
at

io
n 

ga
th

er
in

g
ne

ce
ss

ar
y 

in
 th

e 
pr

ep
ar

at
io

n 
of

 P
ro

je
ct

de
si

gn
s/

pr
op

os
al

s;
pr

ep
ar

es
 d

at
a 

re
qu

ire
d 

in
th

e 
pr

ep
ar

at
io

n 
of

 L
an

d 
U

se
 a

nd
D

ev
el

op
m

en
t

39
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

Pr
ov

id
e 

te
ch

ni
ca

l a
ss

is
ta

nc
e 

in
 th

e
pr

ep
ar

at
io

n 
of

 th
e 

C
ity

's
 S

oc
io

Ec
on

om
ic

 P
ro

fil
e

Pr
ov

id
e 

te
ch

ni
ca

l a
ss

is
ta

nc
e 

in
 th

e
pr

ep
ar

at
io

n/
fin

al
iz

at
io

n 
of

 C
ity

's
C

om
pr

eh
en

si
ve

 L
an

d 
U

se
 P

la
n

Pr
ov

id
e 

te
ch

ni
ca

l a
ss

is
ta

nc
e 

in
 th

e
pr

ep
ar

Pa
na

bo
C

it y
1 

Em
el

y 
G

. A
ni

to
C

ity
 P

la
nn

in
g 

an
d

D
ev

el
op

m
en

t O
ffi

ce
pe

rm
an

en
t

C
le

rk
 I

Pl
an

s 
an

d 
Pr

og
ra

m
s 

D
iv

is
io

n
39

BS
 in

 C
iv

il 
En

gi
ne

er
in

g
es

tim
at

or
dr

af
ts

w
om

an
2 

R
os

al
in

a 
A

le
ria

C
ity

 E
ng

in
ee

rin
g'

s 
O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
En

gi
ne

er
 II

I
Pl

an
ni

ng
 a

nd
 P

ro
gr

am
m

in
g

O
ffi

ce
r

co
nd

uc
t i

ns
pe

ct
io

n 
an

d 
m

on
ito

rin
g 

of
in

fra
st

ru
ct

ur
e 

pr
oj

ec
t; 

pr
ep

ar
e 

Pl
an

s 
an

d
Pr

og
ra

m
s 

of
 L

G
U

 p
ro

je
ct

s.

46
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

C
on

st
ru

ct
io

n,
 w

at
er

 a
nd

 s
ur

ve
yi

ng
w

or
ks

.

al
te

rn
at

e:
Lo

ve
na

 A
ta

no
za

C
ity

 P
la

nn
in

g 
an

d
D

ev
el

op
m

en
t O

ffi
ce

ca
su

al
C

PD
O

 S
ta

ff
Pr

oj
ec

t i
n-

ch
ar

ge
co

nd
uc

t i
ns

pe
ct

io
n 

an
d 

m
on

ito
rin

g 
of

 B
ES

P
pr

oj
ec

ts
 (W

D
D

P-
U

SS
D

 p
ro

je
ct

)
26

BS
 in

 C
iv

il 
En

gi
ne

er
in

g
W

at
er

w
or

ks
 te

ch
ni

ca
l i

ns
pe

ct
or

 (W
or

ld
Ba

nk
 P

ro
je

ct
)

C
om

va
l

1 
Te

od
ul

fo
 G

. C
ru

da
, J

r.
Pr

ov
in

ci
al

 E
ng

in
ee

r's
O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
C

on
st

ru
ct

io
n 

an
d

M
ai

nt
en

an
ce

 G
en

er
al

Fo
re

m
an

su
pe

rv
is

es
/m

an
ag

es
 v

ar
io

us
 w

at
er

 s
ys

te
m

pr
oj

ec
ts

 in
 th

e 
pr

ov
in

ce
38

BS
 in

 C
iv

il 
En

gi
ne

er
in

g
Pr

oj
ec

t E
ng

in
ee

r -
 D

vo
. D

el
 N

or
te

En
gi

ne
er

 I 
- S

ur
ve

yi
ng

 a
nd

 F
lo

od
C

on
tro

l P
ro

je
ct

s 
W

at
er

 S
ys

te
m

Pr
oj

ec
ts

En
gi

ne
er

 I 
- W

at
er

 S
ys

te
m

 P
ro

je
ct

s

- 82 -



LG
U

N
am

e 
of

 T
ra

in
ee

O
ffi

ce
Em

pl
oy

m
en

t
St

at
us

Po
si

tio
n

D
es

ig
na

tio
n

B
rie

f J
ob

 D
es

cr
ip

tio
n

A
ge

Ed
uc

at
io

na
l

B
ac

kg
ro

un
d

R
el

ev
an

t W
or

k 
Ex

pe
rie

nc
e

Lo
ca

l G
ov

er
na

nc
e 

an
d 

R
ur

al
 E

m
po

w
er

m
en

t P
ro

je
ct

PR
O

FI
LE

 O
F 

C
A

N
D

ID
A

TE
 T

R
A

IN
EE

S 
FO

R
 G

R
O

U
N

D
W

A
TE

R
 D

EV
EL

O
PM

EN
T 

TR
A

IN
IN

G
S

R
ep

ub
lic

 o
f t

he
 P

hi
lip

pi
ne

s
D

AV
AO

 IN
TE

G
R

AT
ED

 D
EV

EL
O

PM
EN

T 
PR

O
G

R
AM

D
av

ao
 C

it y
, R

eg
io

n 
XI

2 
Fl

or
en

tin
o 

G
. G

o,
 J

r.
Pr

ov
in

ci
al

 P
la

nn
in

g 
an

d
D

ev
el

op
m

en
t O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
Pr

oj
ec

t
Ev

al
ua

tio
n

O
ffi

ce
r I

M
on

ito
rin

g 
an

d 
Ev

al
ua

tio
n

D
iv

is
io

n
m

on
ito

rs
 a

nd
 e

va
lu

at
es

 a
ll 

im
pl

em
en

te
d

pr
og

ra
m

s 
an

d 
pr

oj
ec

ts
 o

f t
he

 p
ro

vi
nc

e
39

BS
 in

 C
iv

il 
En

gi
ne

er
in

g
Pr

ov
in

ci
al

 C
oo

rd
in

at
or

 o
f t

he
In

te
gr

at
ed

 R
ur

al
 A

cc
es

si
bi

lit
y 

Pr
og

ra
m

Te
ch

ni
ca

l W
or

ki
ng

 G
ro

up
 M

em
be

r -
Fo

rm
ul

at
io

n 
of

 C
om

pr
eh

en
si

ve
D

ev
el

op
m

en
t P

la
n 

of
 th

e 
pr

ov
in

ce
Te

ch
ni

ca
l W

or
ki

ng
 G

ro
up

 M
em

be
r -

Fo
rm

ul
at

io
n 

of
 P

r

al
te

rn
at

e:
Jo

el
 E

. C
al

ip
us

an
Pr

ov
in

ci
al

 P
la

nn
in

g 
an

d
D

ev
el

op
m

en
t O

ffi
ce

pe
rm

an
en

t
D

ev
el

op
m

en
t

M
an

ag
em

en
t

O
ffi

ce
r I

V

Pl
an

s 
an

d 
Pr

og
ra

m
s 

D
iv

is
io

n
pr

ep
ar

es
 A

nn
ua

l I
nv

es
tm

en
t P

la
n;

 re
vi

ew
s

pr
oj

ec
t d

es
ig

ns
 a

nd
 P

ro
gr

am
 o

f W
or

ks
;

m
on

ito
rs

 in
fra

-p
ro

je
ct

s 
of

 th
e 

pr
ov

in
ce

.

45
BS

 in
 C

iv
il 

En
gi

ne
er

in
g

M
as

te
r i

n 
Pu

bl
ic

Ad
m

in
is

tra
tio

n

C
on

st
ru

ct
io

n 
Su

pe
rv

is
or

-J
M

S 
C

on
st

'n
M

aw
ab

 M
un

ic
ip

al
 P

la
nn

in
g 

an
d

D
ev

el
op

m
en

t C
oo

rd
in

at
or

- 83 -



LGU Name of Trainee Office Position
IGACOS 1 Eric Palacio City Engineer's Office Engineer I

2 Antonio Mario A. Luceñara City Planning and Development Office Zoning Officer I
alternate:  Honorato de la Madrid IGACOS Water District Engineering Assistant

Davao Oriental 1 Ernesto G. Garay Provincial Planning and Development Office Project Evaluation Officer I
(designated as Provincial
Project Inspectorate; USPL
Water Project Coordinator)

2 Jonathan Rodriguez Provincial Engineer's Office Engineer II (designated as
Waterworks In-Charge)

alternate: Edgar M. Fernandez Provincial Engineer's Office Engineer IV (designated as
Chief - Planning and
Programming Division)

Davao del Sur 1 Gina C. Razote Provincial Planning and Development Office Project Development Officer III
2 Reynaldo Dabon Jr. Provincial Engineer's Office
alternate: Donald A. Rellon Provincial Administrator's Office Illustrator II

Davao del Norte 1 Edwin S. Misa Provincial Engineer's Office Engineer III
2 Arnel Edgar S. Zafra Provincial Engineer's Office Engineer II
alternate:  Joseph D. Tomas Provincial Engineer's Office Engineer II

Davao City 1 Merito Yrog-irog City Engineer's Office Engineer III (designated as
Head of Maintenance of Rural
Water Systems)

2 Dax Julius Dayanan City Engineer's Office Construction and Maintenance
General Foreman

alternate:  Ardeno E. Armentano City Planning and Development Office Artist Illustrator II (designated as
OIC - Chief Division/Planning
and Programming Division)

Tagum City 1 Bernardo D. Castro Jr. City Planning and Development Office Zoning Officer
2 Alan B. Ipanag City Engineer's Office Motorpool Supervisor I
alternate:  Mary Anne Lopez City Engineer's Office Engineer II

Digos City 1 Salvador L. Dumogho, IV City Planning and Development Office Clerk II
2 Arnulfo R. Lañas City Planning and Development Office Statistician I

Panabo City 1 Emely G. Anito City Planning and Development Office Clerk I
2 Rosalina Aleria City Engineering's Office Engineer III
alternate: Lovena Atanoza City Planning and Development Office CPDO Staff (designated as

Project In-Charge)
Comval 1 Teodulfo G. Cruda, Jr. Provincial Engineer's Office Construction and Maintenance

General Foreman
2 Florentino G. Go, Jr. Provincial Planning and Development Office Project Evaluation Officer I
alternate:  Alexander T. Acero Provincial Engineer's Office Project Engineer (Water System

Project In-Charge)

Local Governance and Rural Empowerment Project
LIST OF CANDIDATE TRAINEES FOR GROUNDWATER DEVELOPMENT TRAININGS

地下水開発研修対象者リスト
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